
！

な
る
ほ
ど
！ 

お
お
い
た

[

津
久
見
市]

各
種
イ
ベン
ト
に
市
の
人
口

以
上
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す

　夏
の
風
物
詩
で
あ
る
納
涼
花
火
大
会
や
早
春

に
咲
き
乱
れ
る
河
津
桜
な
ど
、
津
久
見
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
津
久
見
市
民
総
人
口

（
約
１
８
０
０
０
人
）
の
倍
以
上
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

[

日
出
町]

お
い
し
い
水
、湧
い
て
ま
す
！

　ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
込
ん
だ
湧
水
を
求
め
て
山

田
湧
水
や
観
音
の
水
な
ど
水
汲
み
場
に
は
、
地

元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
水
汲
み
客
が
空
の
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
訪
れ
ま
す
。

　ま
た
、
良
質
な
飲
み
水
や
自
然
に
囲
ま
れ
た

住
環
境
を
求
め
、
勤
務
地
は
日
出
町
外
、
住
ま

い
は
日
出
町
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

[

竹
田
市]

よ
く
間
違
え

　
　
ら
れ
ま
す 

①

「
竹
田
」
の
読
み
方
は
、

「
た
け
だ
」
で
は
な
く

「
た
け
た
」
で
す
。

よ
く
間
違
え

　
　
ら
れ
ま
す 

②

　「天
空
の
城
」
で
有
名
な
「
竹
田
城
」
は
竹

田
市
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
竹
田
城

は
兵
庫
県
朝
来
市
に
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
竹
田
市
に
は
滝
廉
太
郎
の
「
荒
城

の
月
」
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
「
岡
城
址
」
が
あ
り
ま
す
。

[

大
分
市]

[

別
府
市]

別
府
の
道
案
内
は
上
、下
？

　道
順
を
説
明
す
る
と
き
、
東
側
（
海
側
）、

西
側
（
山
側
）
へ
曲
が
る
こ
と
を
、
東
西
で
表

現
せ
ず
、上
（
山
側
）、下
（
海
側
）
と
い
い
ま
す
。

別
府
市
の
地
形
な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。

[

臼
杵
市]

子
ど
も
の
挨
拶
が
す
ご
い
！

わ た し た ち 、
「 お お い た 」に
移 住 し ま し た！

　通
り
す
が
り
の
見
知
ら
ぬ
人
に
も
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
で
移
住
し
た
方
は
み
ん

な
び
っ
く
り
し
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
に
必
ず

積
ん
で
い
る
必
需
品
は
コ
レ
!?

　温
泉
好
き
の
多
い

別
府
市
民
の
車
に
は

石
鹸
・
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
の
温
泉
セ
ッ
ト

が
積
ん
で
あ
る
ら
し

い
。
今
日
は
ど
こ
の

共
同
浴
場
へ
行
こ
う

か
な
ぁ
♨

[

豊
後
大
野
市]

「
○
○
の
神
様
」が
い
る
！

　大
分
の
代
表
的
な
特
産
品
、「
乾
し
い
た
け
」。

量
、
質
と
も
日
本
一
、
い
や
世
界
一
を
誇
っ
て

い
る
豊
後
大
野
市
の
生
産
者
に
は
、
全
国
乾
椎

茸
品
評
会
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
等
を
過

去
15
回
以
上
受
賞
さ
れ
て

い
る
「
椎
茸
作
り
の
神
様
」

と
い
わ
れ
る
、ま
さ
に
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
が
い
ま
す
。

12

伝
統
芸
能
が
盛
ん
！

　い
ろ
ん
な
伝
統
芸
能
の
中
で
も
「
神
楽
」
は

16
社
保
存
会
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
、
市
内

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
笛
や
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響

い
て
い
ま
す
。

1

1

2

2

会
い
に
行
け
る

ア
イ
ド
ル（
サ
ル
）が
い
る

　高
崎
山
自
然
動
物
園
で
は
か
わ
い
い
野
生
の

サ
ル
を
す
ぐ
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ル
の
総
選
挙
も
実
施
し
て
お
り
、
人
気
の
子

ザ
ル
に
会
い
に
行
け
ば
、
癒
さ
れ
る
こ
と
間
違

い
な
し
。

OITA  ARUARU INFORMATION

[

由
布
市]

渋
滞
な
し
!?

信
号
も
少
な
い
の
で

移
動
は
ス
イ
ス
ー
イ
！

　信
号
が
少
な
い
の
で
、
車
で
30
分
以

内
の
範
囲
は
近
所
で
す
（
笑
）

T A K E T A

あ
る

あ
る

beppu

hiji
日出町

oita
大分市

別府市

taketa
竹田市

usuki
臼杵市

tsukumi
津久見市

bungo-ohno
豊後大野市

yufu
由布市

お
お
い
た

都
市
広
域
圏

移
住G

U
I
D
E

B
O
O
K

　津
久
見
市
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
み
か
ん
。
津

久
見
市
発
祥
の
甘
夏
や
、
ミ
カ
ン
を
代
表
す
る

温
州
み
か
ん
な
ど
、
季
節
に
よ
っ
て
特
徴
の
違

う
み
か
ん
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
品
種
の

み
か
ん
が
楽
し
め
ま
す

oita aruaru　15



温
泉
が
あ
る

大分都市広域圏（７市１町）
早わかりガイド

contents

全
国
的
に
有
名
な
別
府
や
湯
布
院
を
は
じ
め
、

各
地
に
温
泉
が
あ
り
、
源
泉
数
・
湧
出
量
と
も
に

全
国
１
位
の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
の
中
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
温
泉
が
楽
し
め
ま
す
。

７市１町の暮らしを紹介、
移住者インタビュー

なるほど！おおいたあるある！

大分都市広域圏はこんなエリア
アクセスＭＡＰ
大分の食とおすすめスポット

大分市で暮らす
別府市で暮らす
臼杵市で暮らす
津久見市で暮らす
竹田市で暮らす
豊後大野市で暮らす
由布市で暮らす
日出町で暮らす

※上記の人口は平成 28 年 12 月末現在のものです

…  01・02
……………………  03・04

……  05・06

…………………………  07
…………………………  08
…………………………  09

………………………  10
…………………………  11

……………………  12
…………………………  13
…………………………  14

02　oita iitoko 5 oita iitoko 5　01

1

海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
、

大
き
な
公
園
も
あ
っ
て
、

子
ど
も
の
遊
び
場
が

充
実
し
て
お
り
、
子
ど
も
が

の
び
の
び
と
育
つ
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。

3

食
が
お
い
し
い

（
特
に
魚
）

豊
後
水
道
で
獲
れ
る
魚
は
新
鮮
で
、

ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る

お
刺
身
も
安
く
て
お
い
し
い
。

各
地
で
と
れ
る
野
菜
も
豊
富
で

移
住
者
の
先
輩
方
は

「
お
お
い
た
は
食
が
い
い
」

と
必
ず
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

4

広
域
圏
内
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
い

国
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
道
路
交
通
網
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
分
市
と
各
市
町
は

車
で
最
大
１
時
間
程
度
と
、
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
で
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
、

大
型
商
業
施
設
が
充
実
し
た
都
会
的
な
暮
ら
し
、

少
し
移
動
す
れ
ば
ど
ち
ら
も
味
わ
え
ま
す
。

5

「
大
分
都
市
広
域
圏
」っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

県
都
大
分
市
、
別
府
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、

竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
、
由
布
市
、
日
出
町
の

７
市
１
町
で
つ
く
る
広
域
圏
で
、
お
互
い
に
協
力
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人口
479,726人

竹
田
市

歴
史
と
自
然
が
豊
か
な

農
村
回
帰
宣
言
都
市

大
分
県
南
西
部
に
位
置
す
る
ま
ち
。
岡
城
か
ら
な

る
城
下
町
が
中
心
地
で
す
。過
疎
化
の
克
服
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
、
全
国
に
先
駆
け
「
農
村

回
帰
宣
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人口

人口
119,741人

豊
後
大
野
市

「
自
然
」と「
便
利
」が
い
い
距
離

に
あ
る「
お
い
し
い
」ま
ち

県
都
と
隣
接
し
、
都
会
の
町
と
田
舎
の
距
離
が
ち
ょ
う
ど
良
い
、

大
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
大
分
県
を
代
表
す
る
豊
か
な

農
業
地
帯
で
、
大
分
の
野
菜
畑
「
豊
後
大
野
」
と
呼
ば
れ
る
く

ら
い
四
季
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
野
菜
が
楽
し
め
ま
す
。

人口

臼
杵
市

恵
ま
れ
た
自
然
　

素
朴
で
人
間
味
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し

日
本
の
心
が
息
づ
く
ま
ち「
う
す
き
」

緑
の
山
々
を
は
じ
め
、
肥
沃
な
大
地
、
豊
後
水
道
に

面
し
た
臼
杵
湾
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

国
宝
臼
杵
石
仏
や
二
王
座
歴
史
の
道
を
代
表
と
す
る

城
下
町
の
町
並
み
が
残
る
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
で
す
。

人口

由
布
市

大
自
然
を
満
喫
で
き
る
、

癒
し
の
由
布
市

国
道
２
１
０
号
線
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ド
ラ
イ
ブ

ロ
ー
ド
。
里
山
風
景
を
眺
め
た
り
、
大
自
然
に
圧

倒
さ
れ
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
た
り…
。
寄
り
道
し

な
が
ら
満
喫
で
き
ま
す
。

人口

津
久
見
市

お
お
ら
か
で
豪
快
な
人
柄
が

出
迎
え
る
自
然
豊
か
な
ま
ち

複
合
大
型
遊
具
の
あ
る
公
園
を
中
心
と
し
て
海
と

山
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
石
灰
鉱
山
や
リ
ア
ス
海

岸
、離
島
な
ど
独
特
な
風
土
を
有
し
、食
は
四
季
折
々

の
新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人口

日
出
町

「
都
会
」過
ぎ
ず「
田
舎
」過
ぎ
な
い

暮
ら
し
を
愛
せ
る
ま
ち

国
東
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、
大
分
・
別
府
方

面
や
大
分
空
港
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
。

緑
豊
か
な
鹿
鳴
越
山
系
、
豊
富
な
湧
水
、
別
府
湾

の
眺
望
な
ど
自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

人口
22,861人37,503人

38,208人

35,069人

18,481人

28,561人

SEKI-Saba

SEKI-Aji

子
ど
も
が
の
び
の
び
と

育
つ
環
境

大分都市広域圏はこんなエリア

７市 1 町の魅力と
暮らしをいいとこどり

日出町

別府市

由布市

大分市

臼杵市 津久見市

豊後
大野市竹田市

大分広域圏の

いいとこ
good

point!

物
価
が
安
い

都
会
と
比
べ
て

物
価
も
家
賃
も
安
い
か
ら
、

出
費
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

2
5

大
分
市

都
市
機
能
と

自
然
を
兼
ね
備
え
る
県
都

大
分
県
内
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
が
集
積
し
、
公
共
交
通
や
大
型
商
業
施
設
な
ど

の
都
市
機
能
も
充
実
。
便
利
な
暮
ら
し
と
自
然
の

中
で
の
暮
ら
し
、
そ
の
両
方
を
実
現
で
き
ま
す
。

別
府
市

海
、山
に
囲
ま
れ
た
日
本
一
の
温
泉

が
あ
る
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市

豊
か
な
自
然
に
、世
界
屈
指
の
温
泉
資
源
が
溢
れ
て
お

り
、年
間
８
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
か
、

多
く
の
医
療
機
関
が
あ
り
、国
際
学
生
の
比
率
が
日
本
有

数
で
あ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
ま
ち
で
す
。
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温
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contents

全
国
的
に
有
名
な
別
府
や
湯
布
院
を
は
じ
め
、

各
地
に
温
泉
が
あ
り
、
源
泉
数
・
湧
出
量
と
も
に

全
国
１
位
の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
の
中
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
温
泉
が
楽
し
め
ま
す
。

７市１町の暮らしを紹介、
移住者インタビュー

なるほど！おおいたあるある！

大分都市広域圏はこんなエリア
アクセスＭＡＰ
大分の食とおすすめスポット

大分市で暮らす
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02　oita iitoko 5 oita iitoko 5　01

1

海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
、

大
き
な
公
園
も
あ
っ
て
、

子
ど
も
の
遊
び
場
が

充
実
し
て
お
り
、
子
ど
も
が

の
び
の
び
と
育
つ
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。

3

食
が
お
い
し
い

（
特
に
魚
）

豊
後
水
道
で
獲
れ
る
魚
は
新
鮮
で
、

ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る

お
刺
身
も
安
く
て
お
い
し
い
。

各
地
で
と
れ
る
野
菜
も
豊
富
で

移
住
者
の
先
輩
方
は

「
お
お
い
た
は
食
が
い
い
」

と
必
ず
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

4

広
域
圏
内
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
い

国
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
道
路
交
通
網
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
分
市
と
各
市
町
は

車
で
最
大
１
時
間
程
度
と
、
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
で
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
ス
ロ
ー
な
暮
ら
し
、

大
型
商
業
施
設
が
充
実
し
た
都
会
的
な
暮
ら
し
、

少
し
移
動
す
れ
ば
ど
ち
ら
も
味
わ
え
ま
す
。

5

「
大
分
都
市
広
域
圏
」っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

県
都
大
分
市
、
別
府
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、

竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
、
由
布
市
、
日
出
町
の

７
市
１
町
で
つ
く
る
広
域
圏
で
、
お
互
い
に
協
力
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人口
479,726人

竹
田
市

歴
史
と
自
然
が
豊
か
な

農
村
回
帰
宣
言
都
市

大
分
県
南
西
部
に
位
置
す
る
ま
ち
。
岡
城
か
ら
な

る
城
下
町
が
中
心
地
で
す
。過
疎
化
の
克
服
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
、
全
国
に
先
駆
け
「
農
村

回
帰
宣
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人口

人口
119,741人

豊
後
大
野
市

「
自
然
」と「
便
利
」が
い
い
距
離

に
あ
る「
お
い
し
い
」ま
ち

県
都
と
隣
接
し
、
都
会
の
町
と
田
舎
の
距
離
が
ち
ょ
う
ど
良
い
、

大
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
大
分
県
を
代
表
す
る
豊
か
な

農
業
地
帯
で
、
大
分
の
野
菜
畑
「
豊
後
大
野
」
と
呼
ば
れ
る
く

ら
い
四
季
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
野
菜
が
楽
し
め
ま
す
。

人口

臼
杵
市

恵
ま
れ
た
自
然
　

素
朴
で
人
間
味
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し

日
本
の
心
が
息
づ
く
ま
ち「
う
す
き
」

緑
の
山
々
を
は
じ
め
、
肥
沃
な
大
地
、
豊
後
水
道
に

面
し
た
臼
杵
湾
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

国
宝
臼
杵
石
仏
や
二
王
座
歴
史
の
道
を
代
表
と
す
る

城
下
町
の
町
並
み
が
残
る
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
で
す
。

人口

由
布
市

大
自
然
を
満
喫
で
き
る
、

癒
し
の
由
布
市

国
道
２
１
０
号
線
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ド
ラ
イ
ブ

ロ
ー
ド
。
里
山
風
景
を
眺
め
た
り
、
大
自
然
に
圧

倒
さ
れ
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
た
り…

。
寄
り
道
し

な
が
ら
満
喫
で
き
ま
す
。

人口

津
久
見
市

お
お
ら
か
で
豪
快
な
人
柄
が

出
迎
え
る
自
然
豊
か
な
ま
ち

複
合
大
型
遊
具
の
あ
る
公
園
を
中
心
と
し
て
海
と

山
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
石
灰
鉱
山
や
リ
ア
ス
海

岸
、離
島
な
ど
独
特
な
風
土
を
有
し
、食
は
四
季
折
々

の
新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人口

日
出
町

「
都
会
」過
ぎ
ず「
田
舎
」過
ぎ
な
い

暮
ら
し
を
愛
せ
る
ま
ち

国
東
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、
大
分
・
別
府
方

面
や
大
分
空
港
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
。

緑
豊
か
な
鹿
鳴
越
山
系
、
豊
富
な
湧
水
、
別
府
湾

の
眺
望
な
ど
自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

人口
22,861人37,503人

38,208人

35,069人

18,481人

28,561人

SEKI-Saba

SEKI-Aji

子
ど
も
が
の
び
の
び
と

育
つ
環
境

大分都市広域圏はこんなエリア

７市 1 町の魅力と
暮らしをいいとこどり

日出町

別府市

由布市

大分市

臼杵市 津久見市

豊後
大野市竹田市

大分広域圏の

いいとこ
good

point!

物
価
が
安
い

都
会
と
比
べ
て

物
価
も
家
賃
も
安
い
か
ら
、

出
費
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

2
5

大
分
市

都
市
機
能
と

自
然
を
兼
ね
備
え
る
県
都

大
分
県
内
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
が
集
積
し
、
公
共
交
通
や
大
型
商
業
施
設
な
ど

の
都
市
機
能
も
充
実
。
便
利
な
暮
ら
し
と
自
然
の

中
で
の
暮
ら
し
、
そ
の
両
方
を
実
現
で
き
ま
す
。

別
府
市

海
、山
に
囲
ま
れ
た
日
本
一
の
温
泉

が
あ
る
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市

豊
か
な
自
然
に
、世
界
屈
指
の
温
泉
資
源
が
溢
れ
て
お

り
、年
間
８
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
か
、

多
く
の
医
療
機
関
が
あ
り
、国
際
学
生
の
比
率
が
日
本
有

数
で
あ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
ま
ち
で
す
。

…………  15
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向之原

中津市中津市

玖珠町玖珠町

杵築市杵築市

宇佐市宇佐市

日出町日出町

大分市大分市

臼杵市臼杵市臼杵市
津久見市津久見市津久見市

豊後大野市豊後大野市

佐伯市佐伯市

九重町九重町

竹田市竹田市

由布市由布市

別府市別府市

院内IC

別府IC

湯布院IC

日出JCT

大分IC

臼杵IC

蒲江IC

佐伯堅田IC

津久見IC

大分光吉IC

大分米良IC

大分宮河内IC

由布岳スマートIC

安心院IC

大分農業文化公園IC

速見IC

九重IC

玖珠IC

日出IC

杵築IC
安岐IC

玖珠記念病院

日野病院
湯布院病院

由布市役所
湯布院庁舎

由布市役所
庄内庁舎

庄内神楽殿

城ケ原
オートキャンプ場

里の駅
かぐらちゃや

里の駅
川西農産物加工販売所

男池

由布川渓谷

別府公園

糸ヶ浜海浜公園

ハーモニーランド

竹瓦温泉

由布市役所
挾間庁舎

大分市役所

臼杵市役所

豊後大野市役所
竹田市役所

九重町役場

玖珠町
役場

津久見市役所

佐伯市役所

大分空港

大分県立病院

大分三愛メディカルセンター

竹田医師会病院

豊後大野市民病院

みえ病院

大久保病院

大分大学医学部附属病院

別府中央病院

中村病院
内田病院

日出中央病院
サンライズ
酒井病院

大分赤十字病院

永冨脳神経外科病院

今村病院

大分
～神
戸

別府～大阪

別府～八幡浜

佐賀
関～
三崎

臼杵
～八
幡浜

別府湾スマートIC

別府市役所

西別府病院

鶴見病院
新別府病院

九州大学病院別府病院

杵築市役所

日出町役場

大分岡病院

アルメイダ病院

河野脳神経
外科病院

大分東部病院
佐賀関病院

大分港

別府国際観光港

佐賀関港

臼杵港

大分医療
センター

津久見中央病院

佐伯中央病院

コスモス
病院

杵築中央病院

国東市民病院

大分空港道路

久住高原
ロードパーク

豊肥本線

豊
肥
本
線

直見

直川

上岡

佐伯

海崎

狩生

浅海井

日代

上臼杵

熊崎

下ノ江

佐志生

幸崎

坂ノ市

大在鶴崎
高城

敷
戸

中判田

竹中

犬飼

菅尾

三重町豊後
清川緒方

朝地

豊後竹田

玉来

豊後萩

西大分

別府大学

亀川

暘谷 大神

杵築

立石

中山香

日出

豊後豊岡

東別府

滝尾

南大分賀来

鬼瀬

小野屋

天神山庄内

湯平

南由布野
矢

恵
良

豊後森
北山田

引
治 豊後中村

由布院

豊後国分

牧

臼杵

津久見

重岡

宗太郎

大分

道の駅いんない

道の駅佐賀関道の駅佐賀関

道の駅みえ

道の駅あさじ

道の駅きよかわ
道の駅原尻の滝

道の駅竹田

道の駅
すごう

道の駅
童話の里くす

道の駅
慈恩の滝くす
道の駅
慈恩の滝くす 道の駅

ゆふいん

道の駅やよい

道の駅かまえ

古国府

１０

１０

１０

１０

５７

２１３
５００

５００

２１０

４４２

４４２ ５０２

３８８

５０２

３２６

５０２

１９７

２１７

２１７

５００

３８７

３８７

３８７

２１２

１０

５７

道の駅
おおの

犬飼IC

千歳IC
大野IC

朝地IC 大野東IC

佐伯IC

別府医療センター
黒木記念病院

大分中村病院
大分健生病院

大分こども
病院

天心堂
へつぎ病院

原尻の滝

用作公園

中島公園
名水河川プール

中九州自動車道

竹田湧水群

白水溜池堰堤

水族館
うみたまご

大分市
美術館

高崎山自然
動物園

臼杵石仏

二王座歴史の道

湯平温泉石畳

別府

つくみん公園

高浜海水浴場

道の駅
ながゆ温泉

亀川温泉

柴石
温泉

明礬温泉

鉄輪温泉

堀田温泉

由布院温泉

湯平温泉

壁湯温泉
宝泉寺温泉

川底温泉

湯坪温泉

筌の口温泉

長者原温泉筋湯温泉

長湯温泉

黒川温泉

久住高原温泉郷

別府温泉
浜脇温泉

観海寺温泉

深耶馬溪
温泉郷

日出町

豊後大野市

由布市

竹田市
臼杵市

津久見市

別府市

大分市

MAP
大分広域圏マップ

ACCESS
主要都市までのアクセス

東京まで
飛行機で
大分空港～大分駅
バスで約１時間

飛行機で

鉄道
（新幹線利用で）

大分空港～羽田空港 約１時間 30 分

大分空港～伊丹空港 約１時間

大分駅～新大阪駅 約４時間

大分空港～成田空港 約１時間 40 分

北海道

青森

秋田

山形

新潟

宮城

福島

群馬

長野

富山

石川

福井
岐阜

滋賀

三重

愛知 静岡

埼玉

東京
神奈川

山梨

栃木

茨城

千葉

岩手

奈良大阪

京都兵庫
（神戸）

岡山

香川

愛媛
高知

徳島

広島

鳥取島根

山口

福岡

熊本
大分

宮崎
鹿児島

佐賀

長崎

和歌山

関西
（大阪・神戸）

　　まで

福岡まで

フェリーで
別府国際観光港～大阪南港 約 12 時間
大分港～神戸港 約 12 時間

鉄道
（特急利用で）

大分駅～博多駅 約２時間

高速バスで 大分～福岡 約２時間 20 分

フェリーで愛媛まで
別府国際観光港～八幡浜 約２時間 50 分　
臼杵港～八幡浜 約２時間 25 分
佐賀関港～三崎港 約１時間 10 分

OITA

PREFECTURE

大分市と 6 市１町の
距離と所要時間（自動車）
別府市

※市町役場間の距離
★…有料道路

大分市

臼杵市
津久見市
竹田市
豊後大野市
由布市
日出町

13.7km ／約 30 分
32.9km ／約 45 分 ★
38.9km ／約 50 分 ★
41.8km ／約 70 分
36.7km ／約 60 分
22.6km ／約 45 分
24.2km ／約 45 分

凡例

大分の
おすすめ
スポット

詳しくは
p5,6 へ！

市町村役場

温泉

道の駅

高速道路

JR

港

救急関連医療機関
公的病院等

04　map / access map / access　03
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JR
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公的病院等
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お試し
暮らし

施設

農村民
泊施設

もチェッ
ク！

国立公園
高崎山自然動物園

beppu

hiji
日出町

oita
大分市

別府市

…長期滞在・自炊型
　お試し暮らし施設あり

試 …農村民泊体験施設あり民
taketa
竹田市
試 民 usuki

臼杵市
tsukumi

津久見市

試 民

bungo-ohno
豊後大野市

試 民

試

hiji

beppu

yufu

oita

usuki
tsukumi

bungo
ohnotaketa

試大分の
食とおすすめ
スポット

yufu
由布市

information

野生のサルを間近に見ることが
でき、親子で毛づくろいする様子
や、赤ちゃんザルの可愛らしい
仕草に癒されます。すぐ近くには
水族館「うみたまご」もあります。

つくみん公園
大型遊具が子ども達に大人
気の公園です。津久見湾に
面し、工場や大型タンカーを
見ることができ、芝生公園も
あってのんびりした時間を過
ごせます。

ハーモニーランド
「ハローキティ」をはじめ、サ
ンリオキャラクターに会える
テーマパーク。家族みんなで
楽しめるアトラクションのほ
か、華やかなパレードやショッ
プのオリジナルグッズも人気。

糸ヶ浜海浜公園
オートキャンプ場や海水浴場
などを備える総合レジャー公
園。砂浜食堂やサップテラス
などの施設もあります。

城下かれい
日出町を代表する高級特産
品。別府湾内の海水と真水
が混じる海域で育つため、泥
臭さがなく、淡白で甘みがあ
る味が特長です。

ひゅうが丼
保戸島のマグロ遠洋漁業の
歴史から生まれた郷土料理
です。甘い特製のごまだれ
であえたマグロの赤身をごは
んにのせた伝統の逸品です。

高浜海水浴場

四浦 半 島 の 先 端 部にあり、
海水の透明度が高く、きれい
な砂浜が広がります。ウミガ
メの産卵場所でもあり、子ガ
メの旅立ちを見送ることもで
きます。

国宝
臼杵石仏
平安時代後期から鎌倉時代
にかけて彫刻された日本を代
表する石仏群で、磨崖仏で
は全国初、彫刻としても九州
初の国宝に指定されました。

二王座
歴史の道
岩を切り割って道を通した

「切通し」と呼ばれる二王座
歴史の道付近は、臼杵を代
表する景観で、城下町特有
の面影を残しています。

原尻の滝
「日本の滝百選」「大分県百
景」にも選ばれている、幅１
２０ｍ高さ２０ｍの 大 瀑 布で、
滝の上を車や人が往来できる
大変珍しい滝です。

豊後牛
恵まれた大自然の中で育ま
れ、輝かしい歴史と実績を持
つ全国ブランド牛。風味豊か
で、まろやかでとろけるような
味わいが特長です。

臼杵ふぐ
豊後水道の急流にもまれた臼
杵のフグは、フグの中でも王
様と言われる「トラフグ」で、
手ごろな値段で一年中、贅
沢な味わいを楽しめます。

用作公園
（ゆうじゃくこうえん）

２つの池を中心に約５００本の
楓やモミジが植えられており、
県内屈指の紅葉スポットで
す。週末のライトアップが一
段と美しさを際立たせます。

中島公園
名水河川プール
日本名水百選の水を贅沢に
使い続ける市民のための天
然プールです。

由布川渓谷
自然の神秘が織りなす
峡谷美はまさに天然の
アート。「東 洋 のチロ
ル」と呼ばれる日本有
数の大峡谷です。

由布の旬野菜＆
豊後牛
地元の素材を生かした体にや
さしい料理は、生産者と料理
人がアイデアを出し合って作る、
今、旬を、一番おいしい食べ
方で味わうことができます。

湯平温泉石畳
放浪の俳人、山頭火も心地
良いひとときを過ごした湯治
場。からんころんと下駄の音
が…懐かしい気持ちに浸るこ
とができます。

別府公園
別府市のシンボル公園として
整備しており、樹齢約１１０年
の松が約６６０本あるほか、ク
ス・桜・モクセイ・椿など約１
１０種、４０００本の樹木があり
ます。

竹瓦温泉

昭和１３年に建設された、唐
破風造の木造建築で、地元
住 民も利用する普 通 入 浴、
観光客に喜ばれる砂湯のある
別府温泉のシンボル的な施
設です。

地獄蒸し

高温の温泉噴気によって、野菜・
卵・魚介類など、さまざまな食
材を蒸す調理法で、別府の名物
料理のひとつです。

白水溜池堰堤
水利施設一構
（通称「白水ダム」）

「日本一美しいダム」と言わ
れ、国の重要文化財に指定
されているダムです。

竹田湧水群

竹田は美味しい湧き水が出
ている所が多く、竹田湧水
群と呼ばれています。中で
も入田湧水は人気があり、
複数個所で湧き水が出てい
る所があります。

大分市美術館

上野丘公園内に位置する「た
のしんで・みて・まなぶ美術
館」。コレクション展や特別
展のほか講演会や各種講座
も開催し、美術を気軽に楽し
める機会を提供しています。

関あじ
関さば
豊 後 水 道 の 荒 波にもまれ、
一本釣りされる関あじ関さば
は、大分市が全国に誇るブ
ランド魚。引き締まった身の
独特の歯ごたえが特長です。
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別
府
市
に

訪
れ
た
時
の
直
感
で

移
住
を
決
め
る

　「温
泉
」
と
「
地
獄
」
が
別
府

の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
と
い
う
八
木

み
ち
る
さ
ん
。
旅
行
で
立
ち
寄
っ

た
の
も
「
正
直
に
言
う
と
、
湯
布

院
や
黒
川
温
泉
の
つ
い
で
だ
っ
た
」

そ
う
だ
が
、
初
め
て
訪
れ
た
別
府

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
移
住
を

決
意
す
る
ま
で
に
。

　「住
ん
で
い
た
栃
木
に
な
か
っ

た
海
に
す
ご
く
憧
れ
が
あ
っ
て
、

坂
の
上
か
ら
一
直
線
に
別
府
湾
ま

で
伸
び
る
九
州
横
断
道
路
か
ら
の

眺
め
が
た
ま
ら
な
く
良
か
っ
た
で

す
。
ま
ち
も
路
地
裏
や
ア
ー
ケ
ー

ド
の
商
店
街
な
ど
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
が
混
在
す
る
雑
多
な
感

じ
が
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
人
の

優
し
さ
も
移
住
の
決
め
手
で
し

た
。
海
や
人
、
街
並
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
重
な
っ
て
、
直
感

的
に
〝
こ
こ
だ
っ
！
〞
と
思
っ
て
」

移
住
を
決
め
た
と
い
う
。

　八
木
さ
ん
が
感
じ
た
別
府
の
魅

力
を
周
り
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
移
住
前
に
会
社
の
仲

間
と
一
緒
に
旅
行
に
来
る
ほ
ど
別

府
に
〝
は
ま
っ
た
〞
そ
う
だ
。

交
流
の
場

「
コ
ト
リ
カ
フ
ェ
」
を

移
動
販
売
車
で
オ
ー
プ
ン

　栃
木
県
で
は
、『
お
店
を
つ
く
っ

て
。
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
』
と
い
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
お

り
、「
別
府
に
移
住
し
た
ら
地
域

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
お
店
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
地
域
の
人
や
観
光
客
の
交

流
の
場
に
な
る
よ
う
に
と
思
っ

て
」
と
、
移
動
販
売
の
『
コ
ト
リ

カ
フ
ェ
』
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
始

め
た
頃
は
、
出
店
場
所
を
貸
し
て

も
ら
っ
た
り
お
店
に
来
て
く
れ
た

り
と
、
地
元
の
人
の
温
か
さ
に
助

け
ら
れ
た
。「
困
っ
て
い
る
人
や

頑
張
っ
て
い
る
人
を
応
援
し
て
く

れ
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
話

す
。　現

在
で
は
、「
さ
ら
に
別
府
に

根
付
い
た
生
き
方
を
し
た
い
」
と

移
動
販
売
に
加
え
店
舗
も
オ
ー
プ

ン
し
た
。

別
府
八
湯
温
泉
道
名
人
会

事
務
局
長
と
し
て

別
府
の
魅
力
を

伝
え
た
い
！

　別
府
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
「
温
泉
が
入
り
放
題

（
笑
）。
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た

し
、
肌
の
調
子
も
良
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
地
域
の
人
で
利
用
す
る

共
同
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　都
会
で
働
い
て
い
る
頃
は
、コ
ン

ビ
ニ
の
店
員
さ
ん
と
話
す
だ
け
の

日
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、「
共
同
温

泉
で
は
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
一
言
、

二
言
と
会
話
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る

の
が
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
入
り

込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
絶
妙
な
距
離

感
も
保
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
」

　一
人
に
な
り
た
い
時
は
貸
し
切

り
湯
に
行
く
な
ど
、
気
分
に
合
っ

た
雰
囲
気
や
泉
質
の
温
泉
を
選
べ

る
の
も
別
府
の
魅
力
だ
そ
う
で
、

現
在
で
は
88
箇
所
の
温
泉
を
巡
っ

た
別
府
八
湯
温
泉
道
名
人
会
の
事

務
局
長
も
務
め
て
い
る
。

　「別
府
の
魅
力
を
伝
え
、
旅
行
に

来
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。
来
れ
ば
、
好
き
な
人

に
は
た
ま
ら
な
い〝
別
府
の
魅
力
〞

に
は
ま
る
と
思
う
の
で
、
移
住
す

る
人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
」
と

地
域
活
動
に
も
頑
張
っ
て
い
る
。

八木みちるさん
（44）
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社
長
に
な
る
夢
を

叶
え
る
た
め
に

大
分
市
へ
移
住

　美
容
師
と
し
て
福
岡
や
東
京
で

経
験
を
積
ん
で
き
た
狩
生
志
保
さ

ん
。「
小
学
生
の
頃
か
ら
自
分
で

事
業
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
て
。

大
分
市
に
は
美
容
室
は
た
く
さ
ん

あ
る
け
ど
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
や
シ
ャ
ン

プ
ー
の
専
門
店
が
な
か
っ
た
か

ら
」
と
、
26
歳
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
と

着
付
け
の
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン

し
、
大
分
市
で
夢
を
叶
え
た
。

　夫
の
浩
行
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な

県
の
ま
ち
の
雰
囲
気
を
見
る
の
が

好
き
で
移
住
に
賛
成
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
息
子
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ

な
世
界
や
働
き
方
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
の
で
海
外
に
留
学
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
、「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
大
分

市
内
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
教
育
機

関
が
充
実
し
て
い
る
の
は
、
う
れ

し
い
誤
算
」
だ
っ
た
。
車
の
運
転
は

あ
ま
り
し
な
い
の
で
、
バ
ス
を
利
用

す
る
際
に
本
数
が
少
な
い
と
感
じ

る
そ
う
だ
が
、「
普
段
は
家
の
近
く

で
買
い
物
し
て
ま
す
ね
。
ス
ー
パ
ー

が
多
く
て
便
利
だ
し
、
お
魚
が
す

ご
く
新
鮮
で
安
く
て
、
食
べ
物
が

美
味
し
い
っ
て
夫
も
言
っ
て
て
」
と
。

浩
行
さ
ん
も
家
事
に
協
力
的
で

「
私
の
仕
事
の
こ
と
を
と
て
も
理
解

し
て
応
援
し
て
く
れ
て
い
て
、
夫

に
は
感
謝
で
し
か
な
い
」
と
言
い
、

夫
婦
仲
も
円
満
だ
。

温
か
い

お
客
様
に
恵
ま
れ

家
族
の
よ
う
な
関
係
も

　平
成
27
年
に
は
、「
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
」
と
シ
ャ
ン
プ
ー

の
専
門
店
も
オ
ー
プ
ン
。
大
分
に

移
住
す
る
前
に
働
い
て
い
た
美
容

室
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
の
垣
根
を

越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

が
、「
大
分
の
お
客
様
は
信
頼
し
て

く
れ
た
ら
家
族
の
よ
う
に
温
か
く

接
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
お
魚
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
り
。」
と
、

お
客
と
の
信
頼
関
係
も
順
調
に
築

い
て
い
る
。「
大
分
市
に
来
た
と
き

に
は
誰
も
知
ら
な
く
て
実
績
も
な

か
っ
た
の
に
、
一
緒
に
働
い
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
ず
っ
と
通
っ
て

く
れ
る
お
客
様
も
い
る
。
大
分
市

に
来
て
よ
か
っ
た
」。

ゆ
っ
く
り
と

流
れ
る
時
間
。

休
日
は
家
族
で

お
出
か
け

　温
泉
好
き
な
こ
と
も
大
分
市
へ

の
移
住
を
決
め
た
大
き
な
理
由

と
い
う
志
保
さ
ん
、
市
内
中
心

部
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、「
ち
ょ
っ

と
行
け
ば
海
や
山
が
あ
っ
て
自
然

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
が
い
い
で

す
ね
。
毎
週
、
家
族
で
少
し
遠

出
し
て
竹
田
市
の
温
泉
に
も
行

く
ん
で
す
よ
」
と
、
大
分
暮
ら

し
を
満
喫
。
移
住
後
の
感
想
は

「
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る

感
じ
で
す
ね
。
居
心
地
が
良
く

て
住
み
や
す
い
け
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
全
国

に
店
舗
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で

い
る
。

狩生　志保さん（30）

2012 年、美容の専門店を
オープンするため、
夫の浩行さん、3 人のお子さんと
一緒に福岡市から大分市へ移住。

狩生さんとスタッフ
（自身の経営するシャンプー専門店の前で）

別府八湯温泉道名人会のメンバーと 海で遊ぶ狩生さんのお子さん

栃木県に住んでいた
2007 年、旅行で初めて訪れた
別府の魅力に引き込まれ、
2013 年に移住して
カフェを経営している。

Kariu,s
Family

大
分
市
に

住
む
。

仕事探し・住まい探しを
サポートします！

移住を希望される方へ

Advice & My Favorite

遊びに来ただけでは大分市の良さは伝
わらないので、ショートステイがおすすめ。
どこかと比べるとちょっとずつ負けちゃうけ
ど（笑）、住むにはちょうどいいところです。

　大分市内には“大分での就職”を応援するおおいた産業人財セ
ンターや、創業を支援する大分市産業活性化プラザがあり、仕事
探しのサポート体制が整っています。また、住まいに関しては、
「大分市住み替え情報バンク」に登録された空き家を購入する場
合や、新築する場合に最大135万円の補助が受けられる制度もあ
りますので、お気軽にお問い合わせください。

　別府がどんなまちなのか？を知るための体験ツアー（まち歩
き、先輩移住者との交流会など）をH29年度に実施予定です。
また、「別府市創業支援事業補助金」や「別府市空き家バン
ク」などの仕事や住まいに関する制度もありますので、お気軽
にお問い合わせください。

お気に入りの場所は？
商店街にある自分のお店の前から見る夕日。春分の日と秋分の日はアー
ケード入口の方角ぴったりに夕日が沈んでいくのがきれいで、見に来る人
も多いですよ。知らないおじさんと一緒に写真を撮ったりして、地元の人
たちとの一体感に感動しました！

大分市役所　商工労政課
〒870-8504　大分市荷揚町 2 番 31 号
TEL 097-537-5964　E-mail rousei@city.oita.oita.jp

暮らして実感
別府市はこんなまち 別府のまちを知る、

体験ツアーを実施します！
休日の過ごし方は？

Advice & My Favorite

県外の友人を案内したり、湯めぐりや海の見
えるカフェでゆっくり過ごしています。今年から
名人会の活動で地域の共同温泉の運営にも
携わっています。

市内にたくさん！共同浴場
名人会が運営に携わる「寿温泉」。
１F が共同浴場、２F は地域の公民館となっており、
このようなスタイルの共同浴場が市内にはいくつもあります。

別府市役所　総合政策課
〒874-8511　別府市上野口町１番15号
TEL 0977-21-1122　E-mail pco-pf@city.beppu.lg.jp

狩生さんから八木さんから

暮らして実感
大分市はこんなまち
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別
府
市
に

訪
れ
た
時
の
直
感
で

移
住
を
決
め
る

　「温
泉
」
と
「
地
獄
」
が
別
府

の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
と
い
う
八
木

み
ち
る
さ
ん
。
旅
行
で
立
ち
寄
っ

た
の
も
「
正
直
に
言
う
と
、
湯
布

院
や
黒
川
温
泉
の
つ
い
で
だ
っ
た
」

そ
う
だ
が
、
初
め
て
訪
れ
た
別
府

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
移
住
を

決
意
す
る
ま
で
に
。

　「住
ん
で
い
た
栃
木
に
な
か
っ

た
海
に
す
ご
く
憧
れ
が
あ
っ
て
、

坂
の
上
か
ら
一
直
線
に
別
府
湾
ま

で
伸
び
る
九
州
横
断
道
路
か
ら
の

眺
め
が
た
ま
ら
な
く
良
か
っ
た
で

す
。
ま
ち
も
路
地
裏
や
ア
ー
ケ
ー

ド
の
商
店
街
な
ど
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
が
混
在
す
る
雑
多
な
感

じ
が
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
人
の

優
し
さ
も
移
住
の
決
め
手
で
し

た
。
海
や
人
、
街
並
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
重
な
っ
て
、
直
感

的
に
〝
こ
こ
だ
っ
！
〞
と
思
っ
て
」

移
住
を
決
め
た
と
い
う
。

　八
木
さ
ん
が
感
じ
た
別
府
の
魅

力
を
周
り
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
移
住
前
に
会
社
の
仲

間
と
一
緒
に
旅
行
に
来
る
ほ
ど
別

府
に
〝
は
ま
っ
た
〞
そ
う
だ
。

交
流
の
場

「
コ
ト
リ
カ
フ
ェ
」
を

移
動
販
売
車
で
オ
ー
プ
ン

　栃
木
県
で
は
、『
お
店
を
つ
く
っ

て
。
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
』
と
い
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
お

り
、「
別
府
に
移
住
し
た
ら
地
域

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
お
店
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
地
域
の
人
や
観
光
客
の
交

流
の
場
に
な
る
よ
う
に
と
思
っ

て
」
と
、
移
動
販
売
の
『
コ
ト
リ

カ
フ
ェ
』
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
始

め
た
頃
は
、
出
店
場
所
を
貸
し
て

も
ら
っ
た
り
お
店
に
来
て
く
れ
た

り
と
、
地
元
の
人
の
温
か
さ
に
助

け
ら
れ
た
。「
困
っ
て
い
る
人
や

頑
張
っ
て
い
る
人
を
応
援
し
て
く

れ
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
話

す
。　現

在
で
は
、「
さ
ら
に
別
府
に

根
付
い
た
生
き
方
を
し
た
い
」
と

移
動
販
売
に
加
え
店
舗
も
オ
ー
プ

ン
し
た
。

別
府
八
湯
温
泉
道
名
人
会

事
務
局
長
と
し
て

別
府
の
魅
力
を

伝
え
た
い
！

　別
府
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
「
温
泉
が
入
り
放
題

（
笑
）。
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た

し
、
肌
の
調
子
も
良
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
地
域
の
人
で
利
用
す
る

共
同
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　都
会
で
働
い
て
い
る
頃
は
、コ
ン

ビ
ニ
の
店
員
さ
ん
と
話
す
だ
け
の

日
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、「
共
同
温

泉
で
は
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
一
言
、

二
言
と
会
話
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る

の
が
良
い
で
す
ね
。
た
だ
、
入
り

込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
絶
妙
な
距
離

感
も
保
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
」

　一
人
に
な
り
た
い
時
は
貸
し
切

り
湯
に
行
く
な
ど
、
気
分
に
合
っ

た
雰
囲
気
や
泉
質
の
温
泉
を
選
べ

る
の
も
別
府
の
魅
力
だ
そ
う
で
、

現
在
で
は
88
箇
所
の
温
泉
を
巡
っ

た
別
府
八
湯
温
泉
道
名
人
会
の
事

務
局
長
も
務
め
て
い
る
。

　「別
府
の
魅
力
を
伝
え
、
旅
行
に

来
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。
来
れ
ば
、
好
き
な
人

に
は
た
ま
ら
な
い〝
別
府
の
魅
力
〞

に
は
ま
る
と
思
う
の
で
、
移
住
す

る
人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
」
と

地
域
活
動
に
も
頑
張
っ
て
い
る
。

八木みちるさん
（44）
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社
長
に
な
る
夢
を

叶
え
る
た
め
に

大
分
市
へ
移
住

　美
容
師
と
し
て
福
岡
や
東
京
で

経
験
を
積
ん
で
き
た
狩
生
志
保
さ

ん
。「
小
学
生
の
頃
か
ら
自
分
で

事
業
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
て
。

大
分
市
に
は
美
容
室
は
た
く
さ
ん

あ
る
け
ど
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
や
シ
ャ
ン

プ
ー
の
専
門
店
が
な
か
っ
た
か

ら
」
と
、
26
歳
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
と

着
付
け
の
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン

し
、
大
分
市
で
夢
を
叶
え
た
。

　夫
の
浩
行
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な

県
の
ま
ち
の
雰
囲
気
を
見
る
の
が

好
き
で
移
住
に
賛
成
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
息
子
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ

な
世
界
や
働
き
方
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
の
で
海
外
に
留
学
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
、「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
大
分

市
内
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
教
育
機

関
が
充
実
し
て
い
る
の
は
、
う
れ

し
い
誤
算
」
だ
っ
た
。
車
の
運
転
は

あ
ま
り
し
な
い
の
で
、
バ
ス
を
利
用

す
る
際
に
本
数
が
少
な
い
と
感
じ

る
そ
う
だ
が
、「
普
段
は
家
の
近
く

で
買
い
物
し
て
ま
す
ね
。
ス
ー
パ
ー

が
多
く
て
便
利
だ
し
、
お
魚
が
す

ご
く
新
鮮
で
安
く
て
、
食
べ
物
が

美
味
し
い
っ
て
夫
も
言
っ
て
て
」
と
。

浩
行
さ
ん
も
家
事
に
協
力
的
で

「
私
の
仕
事
の
こ
と
を
と
て
も
理
解

し
て
応
援
し
て
く
れ
て
い
て
、
夫

に
は
感
謝
で
し
か
な
い
」
と
言
い
、

夫
婦
仲
も
円
満
だ
。

温
か
い

お
客
様
に
恵
ま
れ

家
族
の
よ
う
な
関
係
も

　平
成
27
年
に
は
、「
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
」
と
シ
ャ
ン
プ
ー

の
専
門
店
も
オ
ー
プ
ン
。
大
分
に

移
住
す
る
前
に
働
い
て
い
た
美
容

室
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
の
垣
根
を

越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

が
、「
大
分
の
お
客
様
は
信
頼
し
て

く
れ
た
ら
家
族
の
よ
う
に
温
か
く

接
し
て
く
れ
ま
す
ね
。
お
魚
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
り
。」
と
、

お
客
と
の
信
頼
関
係
も
順
調
に
築

い
て
い
る
。「
大
分
市
に
来
た
と
き

に
は
誰
も
知
ら
な
く
て
実
績
も
な

か
っ
た
の
に
、
一
緒
に
働
い
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
ず
っ
と
通
っ
て

く
れ
る
お
客
様
も
い
る
。
大
分
市

に
来
て
よ
か
っ
た
」。

ゆ
っ
く
り
と

流
れ
る
時
間
。

休
日
は
家
族
で

お
出
か
け

　温
泉
好
き
な
こ
と
も
大
分
市
へ

の
移
住
を
決
め
た
大
き
な
理
由

と
い
う
志
保
さ
ん
、
市
内
中
心

部
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、「
ち
ょ
っ

と
行
け
ば
海
や
山
が
あ
っ
て
自
然

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
が
い
い
で

す
ね
。
毎
週
、
家
族
で
少
し
遠

出
し
て
竹
田
市
の
温
泉
に
も
行

く
ん
で
す
よ
」
と
、
大
分
暮
ら

し
を
満
喫
。
移
住
後
の
感
想
は

「
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る

感
じ
で
す
ね
。
居
心
地
が
良
く

て
住
み
や
す
い
け
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
全
国

に
店
舗
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で

い
る
。

狩生　志保さん（30）

2012 年、美容の専門店を
オープンするため、
夫の浩行さん、3 人のお子さんと
一緒に福岡市から大分市へ移住。

狩生さんとスタッフ
（自身の経営するシャンプー専門店の前で）

別府八湯温泉道名人会のメンバーと 海で遊ぶ狩生さんのお子さん

栃木県に住んでいた
2007 年、旅行で初めて訪れた
別府の魅力に引き込まれ、
2013 年に移住して
カフェを経営している。

Kariu,s
Family

大
分
市
に

住
む
。

仕事探し・住まい探しを
サポートします！

移住を希望される方へ

Advice & My Favorite

遊びに来ただけでは大分市の良さは伝
わらないので、ショートステイがおすすめ。
どこかと比べるとちょっとずつ負けちゃうけ
ど（笑）、住むにはちょうどいいところです。

　大分市内には“大分での就職”を応援するおおいた産業人財セ
ンターや、創業を支援する大分市産業活性化プラザがあり、仕事
探しのサポート体制が整っています。また、住まいに関しては、
「大分市住み替え情報バンク」に登録された空き家を購入する場
合や、新築する場合に最大135万円の補助が受けられる制度もあ
りますので、お気軽にお問い合わせください。

　別府がどんなまちなのか？を知るための体験ツアー（まち歩
き、先輩移住者との交流会など）をH29年度に実施予定です。
また、「別府市創業支援事業補助金」や「別府市空き家バン
ク」などの仕事や住まいに関する制度もありますので、お気軽
にお問い合わせください。

お気に入りの場所は？
商店街にある自分のお店の前から見る夕日。春分の日と秋分の日はアー
ケード入口の方角ぴったりに夕日が沈んでいくのがきれいで、見に来る人
も多いですよ。知らないおじさんと一緒に写真を撮ったりして、地元の人
たちとの一体感に感動しました！

大分市役所　商工労政課
〒870-8504　大分市荷揚町 2 番 31 号
TEL 097-537-5964　E-mail rousei@city.oita.oita.jp

暮らして実感
別府市はこんなまち 別府のまちを知る、

体験ツアーを実施します！
休日の過ごし方は？

Advice & My Favorite

県外の友人を案内したり、湯めぐりや海の見
えるカフェでゆっくり過ごしています。今年から
名人会の活動で地域の共同温泉の運営にも
携わっています。

市内にたくさん！共同浴場
名人会が運営に携わる「寿温泉」。
１F が共同浴場、２F は地域の公民館となっており、
このようなスタイルの共同浴場が市内にはいくつもあります。

別府市役所　総合政策課
〒874-8511　別府市上野口町１番15号
TEL 0977-21-1122　E-mail pco-pf@city.beppu.lg.jp

狩生さんから八木さんから

暮らして実感
大分市はこんなまち
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臼
杵
市
に

住
む
。

in
terview

04

運
命
的
な

津
久
見
市
と
の
出
会
い

　大
学
の
農
学
部
で
動
物
学
を
専

攻
し
た
松
本
智
也
さ
ん
、
卒
業
後

に
働
い
て
い
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

退
職
し
、
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え

て
い
た
時
に
大
き
な
転
機
を
迎
え

る
。「
実
家
が
津
久
見
市
で
み
か
ん

園
を
営
ん
で
い
る
方
と
出
会
い
、

津
久
見
で
み
か
ん
づ
く
り
を
や
ら

な
い
か
っ
て
誘
わ
れ
た
ん
で
す
」

　実
家
の
家
庭
菜
園
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
野
菜
を
育
て
て
お
り
、
農

業
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
松
本
さ

ん
、「
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
と

津
久
見
市
への
移
住
を
決
め
た
。

不
安
な
気
持
ち
か
ら

充
実
し
た
暮
ら
し
へ

　移
住
前
は
、「
農
業
が
軌
道
に

乗
り
収
入
が
安
定
す
る
ま
で
時
間

が
掛
か
る
の
で
は
？
」
と
不
安
も

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
雇
用
し
た
新

規
就
農
者
の
研
修
経
費
を
助
成
す

る
国
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
勉
強
し
な
が
ら
み
か
ん

づ
く
り
に
専
念
で
き
て
い
る
。

　「研
修
で
は
、
津
久
見
で〝
み
か

ん
づ
く
り
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
〞と
呼
ば

れ
る
方
に
教
わ
り
ま
し
た
。
80
歳

を
超
え
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
す
ご
い
方
で
、

自
分
も
頑
張
ら
な
い
と
、っ
て
思
い

ま
し
た
」
と
日
々
、奮
闘
し
て
い
る
。

　移
住
当
初
は
『
す
ぐ
に
あ
き
ら

め
て
神
奈
川
に
帰
る
だ
ろ
う
』
と

い
う
周
囲
の
目
を
感
じ
た
こ
と
や
、

方
言
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
み
か

ん
づ
く
り
に
打
ち
込
む
こ
と
で
だ

ん
だ
ん
と
『
本
気
で
み
か
ん
農
家

と
し
て
頑
張
る
若
者
な
ん
だ
』
と

認
め
ら
れ
温
か
く
歓
迎
さ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

　ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
て
い
た

頃
は
休
日
も
動
物
の
餌
や
り
に
行

く
な
ど
、
の
ん
び
り
す
る
時
間
が

あ
ま
り
取
れ
な
か
っ
た
が
、
移
住

後
は
自
然
も
多
く
、
ス
ト
レ
ス
フ

リ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

津
久
見
み
か
ん
復
活
と

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組

　み
か
ん
の
先
祖
木
が
現
存
し
、

甘
夏
発
祥
の
地
で
も
あ
る
津
久
見

市
。
み
か
ん
栽
培
の
歴
史
が
あ
る

一
方
で
、
担
い
手
の
減
少
が
深
刻

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　「昔
は
見
渡
す
限
り
み
か
ん
畑

が
広
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な〝
津
久
見
み
か
ん
〞を
復
活
さ
せ

た
い
」
と
農
地
拡
大
に
意
欲
的
で
、

「
歴
史
あ
る
津
久
見
の
名
に
恥
じ
な

い
み
か
ん
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

熱
く
語
る
。
休
日
は
同
年
代
が
集

ま
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
副

会
長
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
な
ど
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た

活
動
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
津
久

見
市
の
活
性
化
事
業
に
も
携
わ
っ

て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
一

員
と
し
て
広
域
的
な
津
久
見
全
体

の
底
上
げ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Matsumoto,s
Profile

津
久
見
市
に

住
む
。

移
住
の
決
め
手
は

食
、
子
育
て
、

大
分
市
に
近
い

　臼
杵
で
パ
ン
屋
『
Ｕ
Ｅ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ  

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
』
を
経
営
す
る
上
村
さ

ん
ご
一
家
は
、
平
成
27
年
度
移
住

希
望
者
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参

加
後
、
翌
年
に
名
古
屋
市
か
ら
移

住
。
素
材
や
酵
母
に
こ
だ
わ
っ
た
パ

ン
屋
の
経
営
を
軸
と
し
た
生
活
が

で
き
る
場
所
と
し
て
、
臼
杵
を
選

ん
だ
決
め
手
が
「
食
、
子
育
て
、
大

分
市
に
近
い
」
こ
と
。
さ
ら
に
、「
臼

杵
市
は
有
機
農
業
を
推
進
し
、
新

鮮
で
安
全
な
食
材
が
身
近
に
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
小
学
校
の
給
食
は

器
か
ら
こ
だ
わ
り
、
市
内
の
有
機

野
菜
を
使
っ
て
い
る
な
ど
、
食
育
に

対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」
と
加
え
る
。
大
分
市
に

近
い
こ
と
で
経
営
や
人
の
繋
が
り

が
日
々
広
が
っ
て
い
る
。

パ
ン
や
生
活
を
通
し
て

人
が
繋
が
る
暮
ら
し

　臼
杵
の
人
の
印
象
は
「
ま
じ
め

で
誠
実
な
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
。

人
間
ら
し
く
生
活
で
き
る
環
境
が

あ
る
た
め
、
生
き
て
い
く
こ
と
に

力
強
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
に
加
盟

し
て
農
泊
の
受
け
入
れ
も
始
め
、

親
子
で
国
内
外
の
方
と
の
交
流
を

楽
し
ん
で
い
る
。
移
住
前
に
比
べ
、

時
間
に
追
わ
れ
ず
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に

生
活
が
で
き
、
地
域
と
の
付
き
合

い
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
成
長
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は

家
と
の
出
会
い
、

人
の
繋
が
り

　震
災
後
、
関
東
か
ら
岡
山
を
経

由
し
て
、
臼
杵
市
に
移
住
し
た
髙

松
さ
ん
ご
一
家
。
自
然
農
に
打
ち
込

め
る
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

臼
杵
市
の
平
成
27
年
度
移
住
希
望

者
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
見
つ
け

て
参
加
。ツ
ア
ー
の
合
間
、
事
前
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
に
か
け
て
い

た
物
件
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
す

ぐ
に
気
に
入
り
、
近
く
に
住
む
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
の
農
泊
家

庭
の
方
が
仲
介
役
と
な
っ
て
、
と
ん

と
ん
拍
子
で
移
住
に
繋
が
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
良
い
田
舎
生
活

　臼
杵
市
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
大

分
の
穴
場
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

移
住
後
は
「
田
畑
や
豊
か
な
自

然
が
あ
り
、
子
育
て
や
農
業
を

す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
場
所
。

色
ん
な
野
菜
が
作
れ
る
よ
う
に
」

と
『
そ
よ
ふ
く
農
園
』
で
自
然

農
に
打
ち
込
み
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
子
供
達
が
通
う

小
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
分

達
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
人
の

繋
が
り
や
温
か
さ
を
と
て
も
感
じ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
方
々
が

と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る

し
、
市
役
所
の
職
員
も
身
近
で
親

切
に
接
し
て
く
れ
る
」
と
、
す
っ

か
り
地
域
に
馴
染
ん
で
人
と
の
関

わ
り
合
い
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ

ん
な
髙
松
さ
ん
も
現
在
は
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
農
泊
家
庭

と
し
て
、
市
内
外
の
子
供
達
や
移

住
希
望
者
を
中
心
に
受
け
入
れ

を
始
め
た
。

移住モニターツアー、
おためしハウスで臼杵時間を体感！

子育て環境は？

Advice & My FavoriteAdvice & My Favorite

・保育所（園）は待機児童ゼロ。
・地元産の安全で新鮮な野菜を学校給食
で提供する『給食畑の野菜』で子どもたち
の健全な育成を目指しています。

　ゆっくりと臼杵に滞在して、臼杵の雰囲気や魅力を味わえるよ
うに、モニターツアーや、おためしハウスを準備して、皆さんのお
越しをお待ちしています。レンタカー費用の補助や、若年・子育て
世帯への家賃補助など、移住・定住の支援を充実させています。
また、登録急増中の空き家バンクの物件にご案内しますので、ぜ
ひ、臼杵にお越しください。

　津久見市へ移住される方に対して、仲介手数料、家財処分
費、新築費、住宅の購入費、引越費用に対する補助金と移住奨
励金を準備しております。移住を考えられている方は事前に一
度ご連絡ください。また、「津久見市空き家バンク制度」も
行っております。物件等詳細については、津久見市移住定住
ポータルサイト「つくみ de Life」をご覧ください。 親子で遊ぶところは？

臼杵地域と野津地域の公園をリニューアルしました。休日には、市内
外からファミリーが訪れて賑わっています。『リーフデわんぱーく（臼杵
市総合公園内）』の長～いローラー滑り台はスリル満点ですので、お
父さんお母さんも、ぜひお子さんと一緒に体験してください！

お気に入りの場所は？
子どもに大人気のつくみん公園です。工場と海の景観が良く、芝生広場
も広くてゆっくりできるのでとても気持ち良くて大好きです！
たまに弁当を買ってきて昼食を食べることもあります。

臼杵市役所　秘書・総合政策課
〒875-8501　臼杵市大字臼杵 72 番 1
TEL 0972-63-1111　E-mail kyoudou@city.usuki.oita.jp

移住補助金や空き家バンクなど
移住定住に関する制度の活用を！

休日の過ごし方は？
電車で大分市に買い物に行ったり、DVD を
借りて家で映画鑑賞したりと、好きなことをし
てのんびりと過ごしています。また、同年代
の仲間とイベントを開催して楽しんでいます。

津久見市役所　政策企画課
〒879-2435　津久見市宮本町20番15号
TEL 0972-82-2655　E-mail tsu-seisaku@city.tsukumi.lg.jp

上村　弘一さん（37）

Uemura,s
Family

髙松　賢さん（46）

Takamatsu,s
Family

松本　智也さん（29）

津久見市でみかん栽培を始めるため
2014 年に横浜市から移住。
歴史ある津久見みかんの復活に向け
日々奮闘中。

2016 年に臼杵市に妻の貴子さん、
2 人のお子さんと移住し、素材や酵母にこだわった
パンづくりで充実した日々を送っている。

自然農に打ち込むため 2016 年に妻の美穂さん、
2 人のお子さんと岡山市から移住。
現在は農泊の受け入れも行っている。

市の担当者から松本さんから

市主催のふるさと振興祭へ参加

暮らして実感
臼杵市はこんなまち暮らして実感

津久見市はこんなまち
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臼
杵
市
に

住
む
。

in
terview
04

運
命
的
な

津
久
見
市
と
の
出
会
い

　大
学
の
農
学
部
で
動
物
学
を
専

攻
し
た
松
本
智
也
さ
ん
、
卒
業
後

に
働
い
て
い
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

退
職
し
、
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え

て
い
た
時
に
大
き
な
転
機
を
迎
え

る
。「
実
家
が
津
久
見
市
で
み
か
ん

園
を
営
ん
で
い
る
方
と
出
会
い
、

津
久
見
で
み
か
ん
づ
く
り
を
や
ら

な
い
か
っ
て
誘
わ
れ
た
ん
で
す
」

　実
家
の
家
庭
菜
園
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
野
菜
を
育
て
て
お
り
、
農

業
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
松
本
さ

ん
、「
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
と

津
久
見
市
への
移
住
を
決
め
た
。

不
安
な
気
持
ち
か
ら

充
実
し
た
暮
ら
し
へ

　移
住
前
は
、「
農
業
が
軌
道
に

乗
り
収
入
が
安
定
す
る
ま
で
時
間

が
掛
か
る
の
で
は
？
」
と
不
安
も

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
雇
用
し
た
新

規
就
農
者
の
研
修
経
費
を
助
成
す

る
国
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
勉
強
し
な
が
ら
み
か
ん

づ
く
り
に
専
念
で
き
て
い
る
。

　「研
修
で
は
、
津
久
見
で〝
み
か

ん
づ
く
り
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
〞と
呼
ば

れ
る
方
に
教
わ
り
ま
し
た
。
80
歳

を
超
え
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
す
ご
い
方
で
、

自
分
も
頑
張
ら
な
い
と
、っ
て
思
い

ま
し
た
」
と
日
々
、奮
闘
し
て
い
る
。

　移
住
当
初
は
『
す
ぐ
に
あ
き
ら

め
て
神
奈
川
に
帰
る
だ
ろ
う
』
と

い
う
周
囲
の
目
を
感
じ
た
こ
と
や
、

方
言
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
み
か

ん
づ
く
り
に
打
ち
込
む
こ
と
で
だ

ん
だ
ん
と
『
本
気
で
み
か
ん
農
家

と
し
て
頑
張
る
若
者
な
ん
だ
』
と

認
め
ら
れ
温
か
く
歓
迎
さ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

　ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
て
い
た

頃
は
休
日
も
動
物
の
餌
や
り
に
行

く
な
ど
、
の
ん
び
り
す
る
時
間
が

あ
ま
り
取
れ
な
か
っ
た
が
、
移
住

後
は
自
然
も
多
く
、
ス
ト
レ
ス
フ

リ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

津
久
見
み
か
ん
復
活
と

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組

　み
か
ん
の
先
祖
木
が
現
存
し
、

甘
夏
発
祥
の
地
で
も
あ
る
津
久
見

市
。
み
か
ん
栽
培
の
歴
史
が
あ
る

一
方
で
、
担
い
手
の
減
少
が
深
刻

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　「昔
は
見
渡
す
限
り
み
か
ん
畑

が
広
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な〝
津
久
見
み
か
ん
〞を
復
活
さ
せ

た
い
」
と
農
地
拡
大
に
意
欲
的
で
、

「
歴
史
あ
る
津
久
見
の
名
に
恥
じ
な

い
み
か
ん
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

熱
く
語
る
。
休
日
は
同
年
代
が
集

ま
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
副

会
長
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
な
ど
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た

活
動
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
津
久

見
市
の
活
性
化
事
業
に
も
携
わ
っ

て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
一

員
と
し
て
広
域
的
な
津
久
見
全
体

の
底
上
げ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Matsumoto,s
Profile

津
久
見
市
に

住
む
。

移
住
の
決
め
手
は

食
、
子
育
て
、

大
分
市
に
近
い

　臼
杵
で
パ
ン
屋
『
Ｕ
Ｅ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ  

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
』
を
経
営
す
る
上
村
さ

ん
ご
一
家
は
、
平
成
27
年
度
移
住

希
望
者
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参

加
後
、
翌
年
に
名
古
屋
市
か
ら
移

住
。
素
材
や
酵
母
に
こ
だ
わ
っ
た
パ

ン
屋
の
経
営
を
軸
と
し
た
生
活
が

で
き
る
場
所
と
し
て
、
臼
杵
を
選

ん
だ
決
め
手
が
「
食
、
子
育
て
、
大

分
市
に
近
い
」
こ
と
。
さ
ら
に
、「
臼

杵
市
は
有
機
農
業
を
推
進
し
、
新

鮮
で
安
全
な
食
材
が
身
近
に
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
小
学
校
の
給
食
は

器
か
ら
こ
だ
わ
り
、
市
内
の
有
機

野
菜
を
使
っ
て
い
る
な
ど
、
食
育
に

対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」
と
加
え
る
。
大
分
市
に

近
い
こ
と
で
経
営
や
人
の
繋
が
り

が
日
々
広
が
っ
て
い
る
。

パ
ン
や
生
活
を
通
し
て

人
が
繋
が
る
暮
ら
し

　臼
杵
の
人
の
印
象
は
「
ま
じ
め

で
誠
実
な
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
。

人
間
ら
し
く
生
活
で
き
る
環
境
が

あ
る
た
め
、
生
き
て
い
く
こ
と
に

力
強
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
に
加
盟

し
て
農
泊
の
受
け
入
れ
も
始
め
、

親
子
で
国
内
外
の
方
と
の
交
流
を

楽
し
ん
で
い
る
。
移
住
前
に
比
べ
、

時
間
に
追
わ
れ
ず
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に

生
活
が
で
き
、
地
域
と
の
付
き
合

い
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
成
長
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は

家
と
の
出
会
い
、

人
の
繋
が
り

　震
災
後
、
関
東
か
ら
岡
山
を
経

由
し
て
、
臼
杵
市
に
移
住
し
た
髙

松
さ
ん
ご
一
家
。
自
然
農
に
打
ち
込

め
る
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

臼
杵
市
の
平
成
27
年
度
移
住
希
望

者
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
見
つ
け

て
参
加
。ツ
ア
ー
の
合
間
、
事
前
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
に
か
け
て
い

た
物
件
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
す

ぐ
に
気
に
入
り
、
近
く
に
住
む
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
の
農
泊
家

庭
の
方
が
仲
介
役
と
な
っ
て
、
と
ん

と
ん
拍
子
で
移
住
に
繋
が
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
良
い
田
舎
生
活

　臼
杵
市
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
大

分
の
穴
場
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

移
住
後
は
「
田
畑
や
豊
か
な
自

然
が
あ
り
、
子
育
て
や
農
業
を

す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
場
所
。

色
ん
な
野
菜
が
作
れ
る
よ
う
に
」

と
『
そ
よ
ふ
く
農
園
』
で
自
然

農
に
打
ち
込
み
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
子
供
達
が
通
う

小
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
分

達
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
人
の

繋
が
り
や
温
か
さ
を
と
て
も
感
じ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
方
々
が

と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る

し
、
市
役
所
の
職
員
も
身
近
で
親

切
に
接
し
て
く
れ
る
」
と
、
す
っ

か
り
地
域
に
馴
染
ん
で
人
と
の
関

わ
り
合
い
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ

ん
な
髙
松
さ
ん
も
現
在
は
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
農
泊
家
庭

と
し
て
、
市
内
外
の
子
供
達
や
移

住
希
望
者
を
中
心
に
受
け
入
れ

を
始
め
た
。

移住モニターツアー、
おためしハウスで臼杵時間を体感！

子育て環境は？

Advice & My FavoriteAdvice & My Favorite

・保育所（園）は待機児童ゼロ。
・地元産の安全で新鮮な野菜を学校給食
で提供する『給食畑の野菜』で子どもたち
の健全な育成を目指しています。

　ゆっくりと臼杵に滞在して、臼杵の雰囲気や魅力を味わえるよ
うに、モニターツアーや、おためしハウスを準備して、皆さんのお
越しをお待ちしています。レンタカー費用の補助や、若年・子育て
世帯への家賃補助など、移住・定住の支援を充実させています。
また、登録急増中の空き家バンクの物件にご案内しますので、ぜ
ひ、臼杵にお越しください。

　津久見市へ移住される方に対して、仲介手数料、家財処分
費、新築費、住宅の購入費、引越費用に対する補助金と移住奨
励金を準備しております。移住を考えられている方は事前に一
度ご連絡ください。また、「津久見市空き家バンク制度」も
行っております。物件等詳細については、津久見市移住定住
ポータルサイト「つくみ de Life」をご覧ください。 親子で遊ぶところは？

臼杵地域と野津地域の公園をリニューアルしました。休日には、市内
外からファミリーが訪れて賑わっています。『リーフデわんぱーく（臼杵
市総合公園内）』の長～いローラー滑り台はスリル満点ですので、お
父さんお母さんも、ぜひお子さんと一緒に体験してください！

お気に入りの場所は？
子どもに大人気のつくみん公園です。工場と海の景観が良く、芝生広場
も広くてゆっくりできるのでとても気持ち良くて大好きです！
たまに弁当を買ってきて昼食を食べることもあります。

臼杵市役所　秘書・総合政策課
〒875-8501　臼杵市大字臼杵 72 番 1
TEL 0972-63-1111　E-mail kyoudou@city.usuki.oita.jp

移住補助金や空き家バンクなど
移住定住に関する制度の活用を！

休日の過ごし方は？
電車で大分市に買い物に行ったり、DVD を
借りて家で映画鑑賞したりと、好きなことをし
てのんびりと過ごしています。また、同年代
の仲間とイベントを開催して楽しんでいます。

津久見市役所　政策企画課
〒879-2435　津久見市宮本町20番15号
TEL 0972-82-2655　E-mail tsu-seisaku@city.tsukumi.lg.jp

上村　弘一さん（37）

Uemura,s
Family

髙松　賢さん（46）

Takamatsu,s
Family

松本　智也さん（29）

津久見市でみかん栽培を始めるため
2014 年に横浜市から移住。
歴史ある津久見みかんの復活に向け
日々奮闘中。

2016 年に臼杵市に妻の貴子さん、
2 人のお子さんと移住し、素材や酵母にこだわった
パンづくりで充実した日々を送っている。

自然農に打ち込むため 2016 年に妻の美穂さん、
2 人のお子さんと岡山市から移住。
現在は農泊の受け入れも行っている。

市の担当者から松本さんから

市主催のふるさと振興祭へ参加

暮らして実感
臼杵市はこんなまち暮らして実感

津久見市はこんなまち
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竹
田
市
に

住
む
。

移住サポートは充実しています。
移住のことなら、竹田市にお任せください！

おすすめのイベントは？

Advice & My Favorite

毎年 11 月に行われる「竹楽」というイ
ベントを楽しみにしています。竹を切り、
灯を灯しただけのシンプルな竹灯籠が、
城下町中に並ぶ風景に感動します。

　竹田市として全国に先駆けて「農村回帰」をテーマに、移住・定
住政策を推進し、これまでに250名以上の移住を実現させました。
特徴としては、「若者」「アーティスト」の移住が多いです。平成27
年度からは、従来の「空き家改修補助金」等の他に、「Uターン促進
住宅取得・住宅改修事業補助金」と「三世代同居等定住支援事業補
助金」を創設し、あらゆる移住に対応できるよう努めております。

　田舎暮らしや移住を検討中の方は、まずお試し滞在施設に足を運んでこ
のまちの空気を感じてみて下さい。日本ジオパークに認定された自然景観
と、それに培われた生活文化・新鮮野菜満載の豊後大野市。定住促進補助
制度により、持家取得助成金や引越し補助など、合計最大195万円の補助
が受けられる移住支援もありますので、お気軽にお問い合わせください。

お気に入りの場所は？
市内の神原（こうばる）という地区にある川です。釣りが趣味なので、エ
ノハ（ヤマメ）を釣りに出かけます。

竹田市役所　企画情報課　農村回帰推進室
〒878-8555　竹田市大字会々1650 番地
TEL 0974-63-4801　E-mail nousonkaiki@city.taketa.lg.jp

豊
後
大
野
に

住
む
。

in
terview

06

Advice & My Favorite

移住を希望される方へ
住む場所や環境は向き不向きがあると思いますが、豊後大野
市は住み慣れれば本当に住みやすい土地です。車は必需品
です。地域イベント等に積極的に参加すると人との繋がりが
でき、輪が広がるので、より快適な生活が遅れると思います。

暮らして実感
豊後大野市はこんなまち

定住促進補助制度が充実 !!

びっくりしたことは？
移住前は不便なイメージがありましたが、実際は大分市へ車
で 1 時間弱で行けるし、郊外のショッピングモールなどもあり、
気軽に買い物に行けるので安心しました。

豊後大野市役所　まちづくり推進課
〒879-7198　豊後大野市三重町市場 1200 番地
TEL 0974-22-1001
E-mail d102010@city.bungoono.lg.jp

手
厚
く
、

親
身
な
竹
田
市
の

移
住
サ
ポ
ー
ト
が
決
め
手

　竹
田
市
で
藍
染
の
染
色
工
房

「
紺
屋
そ
め
か
ひ
」
を
営
む
辻
岡

快
さ
ん
。福
岡
県
で
生
ま
れ
育
ち
、

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
で

日
本
画
を
専
攻
し
て
い
た
頃
に
出

会
っ
た
藍
染
め
の
魅
力
に
惹
か

れ
、
卒
業
後
は
染
色
の
道
へ
。
約

13
年
間
、
廃
校
に
な
っ
た
大
分
県

内
の
小
学
校
を
活
用
し
て
染
色
工

房
を
構
え
て
い
た
が
、
小
学
校
が

利
用
で
き
な
く
な
り
移
住
を
検
討

し
始
め
た
。「
空
き
家
バ
ン
ク
と

い
う
制
度
が
竹
田
市
に
あ
る
と
聞

い
て
登
録
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

約
半
年
も
の
期
間
、
毎
週
の
よ
う

に
竹
田
市
に
通
い
、
工
房
と
し
て

も
使
え
る
住
居
と
藍
を
栽
培
で
き

る
畑
を
探
し
ま
し
た
が
、
市
の
担

当
職
員
の
方
が
い
つ
も
親
身
に
相

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。

　希
望
に
合
っ
た
工
房
兼
用
の
住

居
と
畑
が
見
つ
か
り
、
補
助
金
等

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
市
か
ら
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
竹
田
市
へ

の
移
住
を
決
め
た
。

　移
住
後
の
生
活
で
は
「
苦
労
し

た
こ
と
は
全
く
な
い
」
と
話
し
、

①
自
然
環
境
が
豊
か
で
温
泉
も
あ

り
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
す
る
環
境

と
し
て
は
言
う
こ
と
な
し
、②
食

べ
物
や
水
が
抜
群
に
美
味
し
い
、

③
移
住
者
の
先
輩
や
市
の
職
員
な

ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
仲
間
が

多
い
、
と
３
つ
の
理
由
を
挙
げ
る
。

　移
住
し
て
５
年
目
を
迎
え
、
今

で
は
先
輩
と
し
て
移
住
希
望
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
市
の
職

員
が
移
住
希
望
者
を
竹
田
市
内
に

案
内
す
る
際
は
、
必
ず
と
言
っ
て

良
い
ほ
ど
辻
岡
さ
ん
の
工
房
へ
立

ち
寄
る
。
親
身
に
な
っ
て
移
住
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
辻
岡
さ
ん

は
、
竹
田
市
の
移
住
政
策
の
陰
の

立
役
者
で
も
あ
る
。

藍
畑
と
藍
染
め
の

技
術
を
竹
田
市
で

広
げ
た
い

　夫
婦
で
営
む
工
房
も
年
を
追
う

ご
と
に
忙
し
さ
が
増
し
て
お
り
、

一
年
か
け
て
藍
染
め
の
技
術
を
学

べ
る
「
そ
め
塾
」
は
、
受
講
枠
が

満
員
に
な
る
ほ
ど
盛
況
だ
。
新
商

品
の
製
作
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
手
ぬ
ぐ
い

を
メ
イ
ン
に
販
売
し
て
い
た
が
、

今
で
は
衣
服
や
鞄
等
も
加
わ
り
充

実
し
て
い
る
。

　「今
後
は
生
活
の
中
で
使
え
る
現

代
に
見
合
っ
た
商
品
を
製
作
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
藍

が
最
近
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
藍
を
身
に
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
『
日
本
人
で
あ
る
こ
と
』

を
再
認
識
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
藍
染
め
の
技
術
や
藍
の

栽
培
を
、
こ
の
ま
ち
で
受
け
継
い

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
」
と
語
る
辻
岡
さ

ん
。
移
住
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

Tsujioka,s
Family

安
心
便
利
な

程
良
い
田
舎
に

魅
力
を
感
じ
、

豊
後
大
野
市
へ

　田
舎
で
子
ど
も
を
の
び
の
び

育
て
た
い
、
と
東
京
都
町
田
市

か
ら
移
住
し
た
猿
田
さ
ん
一
家
。

ご
家
族
の
趣
味
の
ス
キ
ー
が
楽

し
め
て
、「
災
害
に
遭
い
に
く
い
、

安
心
で
便
利
な
田
舎
」
を
探
し

て
い
た
。「
九
州
に
も
ス
キ
ー
場

が
あ
る
と
知
り
、
災
害
に
強
い

か
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

し
ま
し
た
」
と
正
道
さ
ん
、
き

れ
い
な
水
と
新
鮮
な
野
菜
と
い

う
食
の
安
全
に
恵
ま
れ
、
ス
キ
ー

場
に
車
で
１
時
間
半
圏
内
の
豊

後
大
野
市
へ
移
住
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
正
道
さ
ん
の
ご
両
親
、

千
音
さ
ん
の
ご
両
親
も
豊
後
大

野
市
に
移
住
し
、
今
で
は
３
世

代
が
仲
良
く
近
居
し
て
い
る
。

の
び
の
び
と

遊
べ
る
庭

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

　念
願
の
庭
で
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
夜
に
は
満
天
の
星
空
に
天

の
川
を
楽
し
め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。「
東
京
で
遠
出
を
し
て
楽
し

ん
で
い
た
キ
ャ
ン
プ
も
行
く
理

由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

（
笑
）」
と
贅
沢
な
悩
み
も
。
子

ど
も
た
ち
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
近
く
の

総
合
運
動
公
園
内
に
乗
馬
ク
ラ

ブ
を
発
見
。
厩
舎
の
掃
除
を
手

伝
い
な
が
ら
毎
週
の
乗
馬
レ
ッ

ス
ン
を
月
２
千
円
で
受
け
ら
れ

る
と
知
り
さ
っ
そ
く
申
し
込
ん

だ
。
近
所
で
は
イ
タ
チ
、
ア
ナ

グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
な
ど
の

野
生
動
物
に
も
遭
遇
。「
大
自
然

の
中
で
子
ど
も
の
生
き
る
力
や

才
能
を
伸
ば
し
た
い
」
と
話
す
。

農
業
研
修
制
度
を

受
け
た
後
、

そ
の
ま
ま
定
住

　「食
」
に
関
わ
り
自
然
を
相
手

に
す
る
農
業
に
就
き
た
い
と
考

え
、「
農
業
研
修
制
度
が
一
番
充

実
し
て
い
た
」
豊
後
大
野
市
へ
２

０
１
２
年
に
兵
庫
県
神
戸
市
か
ら

引
っ
越
す
。
２
年
間
の
研
修
後
に

独
立
し
た
今
で
も
、「
研
修
中
は

宿
泊
施
設
を
提
供
し
て
く
れ
て
、

農
業
の
知
識
が
な
い
私
た
ち
に
も

親
身
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
れ

た
」
と
振
り
返
る
。
地
域
に
も
歓

迎
さ
れ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
お
祭

り
、
新
年
会
に
誘
わ
れ
接
し
や
す

い
温
か
さ
を
感
じ
、
ま
ち
の
雰
囲

気
も
求
め
て
い
た
環
境
に
近
か
っ

た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
豊
後
大
野
市

に
定
住
し
た
。

子
ど
も
と
過
ご
す

時
間
と
今
後
の
夢

　「子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増

え
た
こ
と
が
一
番
」
と
彰
太
さ
ん
。

農
作
業
が
一
段
落
し
た
平
日
に
は

車
を
１
時
間
ほ
ど
走
ら
せ
、
温
泉

や
大
分
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
行
っ
た
り
、
自
然
動
物
公
園

「
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
」
で
動
物

と
の
ふ
れ
合
い
も
楽
し
ん
で
い

る
。
農
家
と
し
て
独
立
し
た
今
も

「
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
」
と
夫
妻
で
話
す
。
彰
太
さ

ん
は
「
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

規
模
を
広
げ
〝
充
実
し
た
生
活
〞

と
〝
儲
か
る
農
業
〞
の
両
立
を
実

現
し
た
い
」、
由
佳
さ
ん
は
「
移

住
前
に
教
え
て
い
た
英
会
話
教
室

を
開
き
、
も
っ
と
地
域
に
馴
染
ん

で
い
き
た
い
」
と
お
互
い
の
夢
に

向
か
っ
て
い
る
。

猿田さんご夫妻のご両親と

Saruta,s
Family

Hori,s
Family

猿田　正道さん（51）

辻岡　快さん（39）

庭でキャッチボールできる田舎で子育てがしたいと、
2015 年に妻の千音さんと 3 人のお子さんと
東京都町田市から移住。

妻の由紀子さん、お子さんと
2013 年に竹田市に移住。
有機農法で育てた藍と伝統の
天然原料を使う染色工房を営む。

堀　彰太さん（42）

2012 年から２年間、豊後大野市で妻の由佳さんと
一緒に農業研修を受けそのまま移住。
2 人のお子さんに恵まれ農業に励んでいる。

辻岡さんから堀さんから

暮らして実感
竹田市はこんなまち
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竹
田
市
に

住
む
。

移住サポートは充実しています。
移住のことなら、竹田市にお任せください！

おすすめのイベントは？

Advice & My Favorite

毎年 11 月に行われる「竹楽」というイ
ベントを楽しみにしています。竹を切り、
灯を灯しただけのシンプルな竹灯籠が、
城下町中に並ぶ風景に感動します。

　竹田市として全国に先駆けて「農村回帰」をテーマに、移住・定
住政策を推進し、これまでに250名以上の移住を実現させました。
特徴としては、「若者」「アーティスト」の移住が多いです。平成27
年度からは、従来の「空き家改修補助金」等の他に、「Uターン促進
住宅取得・住宅改修事業補助金」と「三世代同居等定住支援事業補
助金」を創設し、あらゆる移住に対応できるよう努めております。

　田舎暮らしや移住を検討中の方は、まずお試し滞在施設に足を運んでこ
のまちの空気を感じてみて下さい。日本ジオパークに認定された自然景観
と、それに培われた生活文化・新鮮野菜満載の豊後大野市。定住促進補助
制度により、持家取得助成金や引越し補助など、合計最大195万円の補助
が受けられる移住支援もありますので、お気軽にお問い合わせください。

お気に入りの場所は？
市内の神原（こうばる）という地区にある川です。釣りが趣味なので、エ
ノハ（ヤマメ）を釣りに出かけます。

竹田市役所　企画情報課　農村回帰推進室
〒878-8555　竹田市大字会々1650 番地
TEL 0974-63-4801　E-mail nousonkaiki@city.taketa.lg.jp

豊
後
大
野
に

住
む
。

in
terview

06

Advice & My Favorite

移住を希望される方へ
住む場所や環境は向き不向きがあると思いますが、豊後大野
市は住み慣れれば本当に住みやすい土地です。車は必需品
です。地域イベント等に積極的に参加すると人との繋がりが
でき、輪が広がるので、より快適な生活が遅れると思います。

暮らして実感
豊後大野市はこんなまち

定住促進補助制度が充実 !!

びっくりしたことは？
移住前は不便なイメージがありましたが、実際は大分市へ車
で 1 時間弱で行けるし、郊外のショッピングモールなどもあり、
気軽に買い物に行けるので安心しました。

豊後大野市役所　まちづくり推進課
〒879-7198　豊後大野市三重町市場 1200 番地
TEL 0974-22-1001
E-mail d102010@city.bungoono.lg.jp

手
厚
く
、

親
身
な
竹
田
市
の

移
住
サ
ポ
ー
ト
が
決
め
手

　竹
田
市
で
藍
染
の
染
色
工
房

「
紺
屋
そ
め
か
ひ
」
を
営
む
辻
岡

快
さ
ん
。福
岡
県
で
生
ま
れ
育
ち
、

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
で

日
本
画
を
専
攻
し
て
い
た
頃
に
出

会
っ
た
藍
染
め
の
魅
力
に
惹
か

れ
、
卒
業
後
は
染
色
の
道
へ
。
約

13
年
間
、
廃
校
に
な
っ
た
大
分
県

内
の
小
学
校
を
活
用
し
て
染
色
工

房
を
構
え
て
い
た
が
、
小
学
校
が

利
用
で
き
な
く
な
り
移
住
を
検
討

し
始
め
た
。「
空
き
家
バ
ン
ク
と

い
う
制
度
が
竹
田
市
に
あ
る
と
聞

い
て
登
録
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

約
半
年
も
の
期
間
、
毎
週
の
よ
う

に
竹
田
市
に
通
い
、
工
房
と
し
て

も
使
え
る
住
居
と
藍
を
栽
培
で
き

る
畑
を
探
し
ま
し
た
が
、
市
の
担

当
職
員
の
方
が
い
つ
も
親
身
に
相

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。

　希
望
に
合
っ
た
工
房
兼
用
の
住

居
と
畑
が
見
つ
か
り
、
補
助
金
等

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
市
か
ら
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
竹
田
市
へ

の
移
住
を
決
め
た
。

　移
住
後
の
生
活
で
は
「
苦
労
し

た
こ
と
は
全
く
な
い
」
と
話
し
、

①
自
然
環
境
が
豊
か
で
温
泉
も
あ

り
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
す
る
環
境

と
し
て
は
言
う
こ
と
な
し
、②
食

べ
物
や
水
が
抜
群
に
美
味
し
い
、

③
移
住
者
の
先
輩
や
市
の
職
員
な

ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
仲
間
が

多
い
、
と
３
つ
の
理
由
を
挙
げ
る
。

　移
住
し
て
５
年
目
を
迎
え
、
今

で
は
先
輩
と
し
て
移
住
希
望
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
市
の
職

員
が
移
住
希
望
者
を
竹
田
市
内
に

案
内
す
る
際
は
、
必
ず
と
言
っ
て

良
い
ほ
ど
辻
岡
さ
ん
の
工
房
へ
立

ち
寄
る
。
親
身
に
な
っ
て
移
住
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
辻
岡
さ
ん

は
、
竹
田
市
の
移
住
政
策
の
陰
の

立
役
者
で
も
あ
る
。

藍
畑
と
藍
染
め
の

技
術
を
竹
田
市
で

広
げ
た
い

　夫
婦
で
営
む
工
房
も
年
を
追
う

ご
と
に
忙
し
さ
が
増
し
て
お
り
、

一
年
か
け
て
藍
染
め
の
技
術
を
学

べ
る
「
そ
め
塾
」
は
、
受
講
枠
が

満
員
に
な
る
ほ
ど
盛
況
だ
。
新
商

品
の
製
作
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
手
ぬ
ぐ
い

を
メ
イ
ン
に
販
売
し
て
い
た
が
、

今
で
は
衣
服
や
鞄
等
も
加
わ
り
充

実
し
て
い
る
。

　「今
後
は
生
活
の
中
で
使
え
る
現

代
に
見
合
っ
た
商
品
を
製
作
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
藍

が
最
近
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
藍
を
身
に
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
『
日
本
人
で
あ
る
こ
と
』

を
再
認
識
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
藍
染
め
の
技
術
や
藍
の

栽
培
を
、
こ
の
ま
ち
で
受
け
継
い

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
」
と
語
る
辻
岡
さ

ん
。
移
住
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

Tsujioka,s
Family

安
心
便
利
な

程
良
い
田
舎
に

魅
力
を
感
じ
、

豊
後
大
野
市
へ

　田
舎
で
子
ど
も
を
の
び
の
び

育
て
た
い
、
と
東
京
都
町
田
市

か
ら
移
住
し
た
猿
田
さ
ん
一
家
。

ご
家
族
の
趣
味
の
ス
キ
ー
が
楽

し
め
て
、「
災
害
に
遭
い
に
く
い
、

安
心
で
便
利
な
田
舎
」
を
探
し

て
い
た
。「
九
州
に
も
ス
キ
ー
場

が
あ
る
と
知
り
、
災
害
に
強
い

か
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

し
ま
し
た
」
と
正
道
さ
ん
、
き

れ
い
な
水
と
新
鮮
な
野
菜
と
い

う
食
の
安
全
に
恵
ま
れ
、
ス
キ
ー

場
に
車
で
１
時
間
半
圏
内
の
豊

後
大
野
市
へ
移
住
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
正
道
さ
ん
の
ご
両
親
、

千
音
さ
ん
の
ご
両
親
も
豊
後
大

野
市
に
移
住
し
、
今
で
は
３
世

代
が
仲
良
く
近
居
し
て
い
る
。

の
び
の
び
と

遊
べ
る
庭

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

　念
願
の
庭
で
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
夜
に
は
満
天
の
星
空
に
天

の
川
を
楽
し
め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。「
東
京
で
遠
出
を
し
て
楽
し

ん
で
い
た
キ
ャ
ン
プ
も
行
く
理

由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

（
笑
）」
と
贅
沢
な
悩
み
も
。
子

ど
も
た
ち
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
近
く
の

総
合
運
動
公
園
内
に
乗
馬
ク
ラ

ブ
を
発
見
。
厩
舎
の
掃
除
を
手

伝
い
な
が
ら
毎
週
の
乗
馬
レ
ッ

ス
ン
を
月
２
千
円
で
受
け
ら
れ

る
と
知
り
さ
っ
そ
く
申
し
込
ん

だ
。
近
所
で
は
イ
タ
チ
、
ア
ナ

グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
な
ど
の

野
生
動
物
に
も
遭
遇
。「
大
自
然

の
中
で
子
ど
も
の
生
き
る
力
や

才
能
を
伸
ば
し
た
い
」
と
話
す
。

農
業
研
修
制
度
を

受
け
た
後
、

そ
の
ま
ま
定
住

　「食
」
に
関
わ
り
自
然
を
相
手

に
す
る
農
業
に
就
き
た
い
と
考

え
、「
農
業
研
修
制
度
が
一
番
充

実
し
て
い
た
」
豊
後
大
野
市
へ
２

０
１
２
年
に
兵
庫
県
神
戸
市
か
ら

引
っ
越
す
。
２
年
間
の
研
修
後
に

独
立
し
た
今
で
も
、「
研
修
中
は

宿
泊
施
設
を
提
供
し
て
く
れ
て
、

農
業
の
知
識
が
な
い
私
た
ち
に
も

親
身
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
れ

た
」
と
振
り
返
る
。
地
域
に
も
歓

迎
さ
れ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
お
祭

り
、
新
年
会
に
誘
わ
れ
接
し
や
す

い
温
か
さ
を
感
じ
、
ま
ち
の
雰
囲

気
も
求
め
て
い
た
環
境
に
近
か
っ

た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
豊
後
大
野
市

に
定
住
し
た
。

子
ど
も
と
過
ご
す

時
間
と
今
後
の
夢

　「子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増

え
た
こ
と
が
一
番
」
と
彰
太
さ
ん
。

農
作
業
が
一
段
落
し
た
平
日
に
は

車
を
１
時
間
ほ
ど
走
ら
せ
、
温
泉

や
大
分
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
行
っ
た
り
、
自
然
動
物
公
園

「
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
」
で
動
物

と
の
ふ
れ
合
い
も
楽
し
ん
で
い

る
。
農
家
と
し
て
独
立
し
た
今
も

「
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
」
と
夫
妻
で
話
す
。
彰
太
さ

ん
は
「
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

規
模
を
広
げ
〝
充
実
し
た
生
活
〞

と
〝
儲
か
る
農
業
〞
の
両
立
を
実

現
し
た
い
」、
由
佳
さ
ん
は
「
移

住
前
に
教
え
て
い
た
英
会
話
教
室

を
開
き
、
も
っ
と
地
域
に
馴
染
ん

で
い
き
た
い
」
と
お
互
い
の
夢
に

向
か
っ
て
い
る
。

猿田さんご夫妻のご両親と

Saruta,s
Family

Hori,s
Family

猿田　正道さん（51）

辻岡　快さん（39）

庭でキャッチボールできる田舎で子育てがしたいと、
2015 年に妻の千音さんと 3 人のお子さんと
東京都町田市から移住。

妻の由紀子さん、お子さんと
2013 年に竹田市に移住。
有機農法で育てた藍と伝統の
天然原料を使う染色工房を営む。

堀　彰太さん（42）

2012 年から２年間、豊後大野市で妻の由佳さんと
一緒に農業研修を受けそのまま移住。
2 人のお子さんに恵まれ農業に励んでいる。

辻岡さんから堀さんから

暮らして実感
竹田市はこんなまち
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日
出
町
に

住
む
。

素
敵
な
湯
平
を

娘
の
故
郷
に
し
た
い

　湯
平
温
泉
に
宿
泊
し
た
際
に
、

近
く
を
流
れ
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

石
畳
の
細
道
や
小
さ
な
共
同
浴
場

と
い
っ
た
日
本
の
湯
治
場
ら
し
い

趣
に
、
ど
こ
か
安
心
で
き
る
懐
か

し
さ
を
感
じ
「
こ
ん
な
場
所
が
娘

の
故
郷
に
な
っ
た
ら
素
敵
！
っ
て

ビ
ビ
ッ
と
き
た
」
と
、
移
住
に
む
け

住
ま
い
を
探
し
始
め
る
。

　ど
ん
な
家
に
住
み
た
い
か
イ

メ
ー
ジ
し
た
の
は
「
湯
平
温
泉
に

近
く
て
、
川
を
流
れ
る
水
音
が
聴

こ
え
る
こ
と
。
内
装
も
自
由
に
で

き
る
倉
庫
付
き
の
平
屋
で
、
地
域

の
人
に
愛
さ
れ
守
ら
れ
た
場
所
に

あ
る
家
が
い
い
な
っ
て
」。
イ
メ
ー

ジ
ど
お
り
の
家
が
見
つ
か
る
ま
で

時
間
が
か
か
る
か
も
と
覚
悟
し
て

い
た
そ
う
だ
が
、「
な
ん
と
あ
っ
た

ん
で
す
ね
、
ぴ
っ
た
り
の
家
が
。
そ

の
隣
に
は
大
き
な
お
地
蔵
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
（
笑
）」、
運
命
的
な

も
の
を
感
じ
て
迷
わ
ず
移
住
を
決

め
た
。

　熊
本
市
中
心
部
に
住
ん
で
い
た

真
紗
美
さ
ん
、
移
住
後
の
日
々
の

買
い
物
や
病
院
の
事
が
少
し
不
安

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
生
協
（
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
）
が
配
達
に
来
る
の
で
買

い
物
に
は
困
っ
て
い
な
い
と
言
う
。

き
れ
い
な
水
と
空
気
、
新
鮮
で
美

味
し
い
食
、
そ
し
て
湯
平
温
泉
の

湯
治
効
果
で
病
院
に
行
く
事
も
減

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
そ
う
で

「
便
利
す
ぎ
る
よ
り
も
少
し
不
便
な

方
が
、
創
意
工
夫
や
計
画
性
の
あ

る
生
活
が
で
き
て
い
い
な
っ
て
気

づ
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

近
所
の
温
か
さ
や

大
自
然
を
体
感
し
て

伸
び
伸
び
と

　移
住
後
は
育
児
や
片
付
け
に
忙

し
い
日
々
が
続
い
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん

が
来
た
こ
と
を
地
区
の
皆
さ
ん
が

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、
安
心
し
て

生
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
だ
。「
い
つ
も
気
遣
っ
て
い
た
だ
い

て
、
娘
も
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

玄
関
に
野
菜
が
届
い
て
い
る
こ
と
が

時
々
あ
っ
て
、
と
て
も
感
激
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
野
菜
を
育
て
る
の
が

す
ご
く
上
手
で
す
ね
！
」

　休
日
は
温
泉
や
水
汲
み
に
行
っ

た
り
と
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多

く
、「
ど
こ
へ
行
く
に
も
絶
景
の
大

自
然
、
渋
滞
に
も
無
縁
で
ド
ラ
イ

ブ
が
最
高
に
気
持
ち
い
い
。
子
ど
も

目
線
で
も
自
然
を
体
感
で
き
る
こ

と
の
幸
せ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
娘
と
計

画
を
立
て
る
の
が
楽
し
い
で
す
」。

湯
平
は

最
高
の
キ
ャ
ン
バ
ス

　由
布
市
は
「
九
州
で
も
特
に
四

季
が
深
く
、
日
本
の
美
の
象
徴
、

ま
さ
に
田
舎
暮
ら
し
の
理
想
郷
だ

と
思
う
。
誰
も
が
懐
か
し
く
な
る

よ
う
な
ふ
る
さ
と
の
姿
が
残
っ
て
い

て
。
そ
れ
と
、
身
近
に
温
泉
の
あ

る
生
活
が〝
人
生
で
最
も
贅
沢
な

暮
ら
し
だ
な
ぁ
〞っ
て
痛
感
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
真
紗
美
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
に
「
母
と
し
て
、

空
間
作
家
と
し
て
、
娘
の
ふ
る
さ

と
と
な
る
湯
平
温
泉
を
未
来
に
美

し
く
遺
す
お
手
伝
い
」
も
加
え
て

い
る
。

Hashimoto,s
Family

由
布
市
に

住
む
。

暮らして実感
由布市はこんなまち空き家の紹介・案内、

改修費用の補助もご利用できます！ 移住を希望される方へ

Advice & My Favorite

由布市では、市内の空き家の登録、紹介を行い、居住者を探す
「空き家バンク制度」を実施しています。なお、ご登録に費用等は
掛かりませんので家をお探しの方は是非ご利用ください。また、空
き家バンク制度を活用してご契約いただいた場合には、契約時に
発生する仲介手数料の助成金とリフォーム工事費用の補助金もご
利用いただけます。

　移住後の日出町での暮らしを具体的にイメージしてもらうた
め、「お試し移住体験施設」と「移住相談ができるカフェ」が平成
29 年度にオープンします。
　また、空き家バンク制度や県外からの移住者への補助などの移
住者支援制度もありますので、お気軽にお問い合わせください。

休日の過ごし方は？
近隣のまだ行っていない温泉や水汲み場に行ってみたり、どこに行く
にもドライブが最高に気持ちいいので、日々わくわくして娘と予定を立
てています。あとは、家の改装や、子どものおもちゃ作りなど日曜大
工も楽しんでいますよ。

観光ガイドに載っていない素
敵な景色や隠れた名所がたくさんあります。四季折 の々違いも
見つめながら、何度でもドライブに来てみて欲しいですね。

びっくりしたことは？
冬に家の前が一面の雪景色になっていたことです。一夜にして世界が一
変するんですから娘もびっくりですね。湯平の雪景色は本当に美しいです。

ゆふ移住交流センター 星とぴあ　TEL 097-574-9356
由布市役所 総合政策課　TEL 097-582-1111（内線1244）

〒879-5498 　大分県由布市庄内町柿原 302 番地
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びっくりしたことは？
自宅から別府の花火が見えたことです。あと、ある日仕事から帰ると
玄関前に大量の野菜が置いてあった。地元の人が置いてくれたようで
すが、最初はびっくりしました（笑）。

移住を希望される方へ

移住先の良さや不便さなどは、住んでみないとわからないため、一度
滞在してみることをお勧めします。また、移住先である物件はお気に
入りのものが見つかるまで探したほうが良いです。

移住者向けの施設を新しくオープン！

日出町役場　政策推進課
〒８７９-１５９２　速見郡日出町２９７４番地の１
TEL ０９７７-７３-３１１６　E-mail seisaku@town.hiji.oita.jp

日本名水百選　男池湧水群

車
の
免
許
を

持
っ
て
な
い
、

で
も
思
っ
た
よ
り

便
利
な
日
出
町

　　宣
子
さ
ん
の
伯
母
さ
ん
の
介
護

サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
東
京
都
世
田

谷
区
か
ら
移
住
し
た
村
尾
さ
ん

夫
妻
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
見
つ
け

た
古
民
家
を
一
目
で
気
に
入
り
、

す
ぐ
に
大
家
さ
ん
と
交
渉
し
て
移

住
し
た
そ
う
だ
。

　公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
た

東
京
で
暮
ら
し
、
車
を
持
た
な
い

村
尾
さ
ん
、
移
住
前
は
「
田
舎

暮
ら
し
は
車
が
な
い
と
大
変
」
と

不
安
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
暮
ら

す
と
「
車
が
な
く
て
も
思
っ
た
よ

り
便
利
！
」と
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
。

日
々
の
買
い
物
は
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
を
使
い
「
買
い
物
へ
の
移

動
時
間
も
東
京
と
ほ
ど
ん
ど
変

わ
ら
ず
、
不
便
と
感
じ
る
事
も

な
い
で
す
ね
」
と
明
る
く
話
す
。

め
ま
ぐ
る
し
さ
か
ら
離
れ

「
地
に
足
が
つ
い
た
」
生
活

　日
出
町
で
過
ご
す
初
め
て
の
年

末
年
始
は
近
所
の
方
に
誘
わ
れ
餅

つ
き
や
し
め
縄
づ
く
り
、
初
詣
に
お

参
り
し
た
神
社
で
は
地
域
の
人
と

の
会
話
が
楽
し
く
て
１
時
間
以
上

も
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、「
地
元
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
日
出

町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
あ
り
、

素
敵
な
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
そ

う
だ
。

　休
日
は
趣
味
の
陶
芸
づ
く
り

や
、
野
草
摘
み
で
過
ご
す
。「
東

京
で
摘
む
の
と
違
い
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
こ
こ
の
野
草
は
本
物
だ

な
っ
て
。
都
会
の
め
ま
ぐ
る
し
さ

か
ら
離
れ
て
地
に
足
が
つ
い
た
感

じ
が
し
ま
す
」
と
村
尾
さ
ん
。

自
身
が
経
営
す
る
整
体
院
や

N
P
O
の
活
動
を
通
し
て
「
人
の

幸
せ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け

で
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

き
た
い
」と
今
後
の
目
標
を
語
る
。

温
か
い

ご
近
所
さ
ん
に

囲
ま
れ

日
出
町
で

新
婚
生
活
を

ス
タ
ー
ト

　町
の
中
心
部
か
ら
車
で
15
分

程
度
、
高
台
に
あ
る
住
宅
地
か

ら
は
別
府
湾
を
一
望
す
る
景
色

が
広
が
る
。
結
婚
を
機
に
新
居

を
探
し
て
い
た
岡
﨑
さ
ん
夫
妻

は
、
そ
ん
な
場
所
に
建
つ
一
軒

家
を
借
り
て
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　当
初
は
不
安
だ
っ
た
ご
近
所

づ
き
あ
い
も
、
何
か
と
気
遣
っ

て
く
れ
る
ご
近
所
さ
ん
に
囲
ま

れ
順
調
そ
う
だ
。

住
ん
で
み
て
わ
か
る

良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

　休
み
の
日
は
絵
を
描
い
た
り
、

趣
味
の
家
庭
菜
園
や
家
の
Ｄ
Ｉ

Ｙ
、
湯
布
院
へ
ド
ラ
イ
ブ
と
「
良

い
意
味
で
忙
し
く
、
生
活
が
明
る

く
な
っ
た
」
と
楽
し
そ
う
に
笑
う
。

移
住
前
の
日
出
町
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
別
府
市
や
大
分
市
に
行
く
途
中

で
買
い
物
を
す
る
く
ら
い
」
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、「
町
全
体
が
明
る

い
雰
囲
気
で
生
活
の
利
便
性
も
高

い
で
す
ね
、
人
も
温
か
い
で
す
し
。

海
に
近
い
の
で
別
府
湾
と
街
並
み

の
夜
景
が
き
れ
い
に
見
え
る
ん
で

す
」
と
、
住
ん
で
み
て
初
め
て
感

じ
る
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
そ
う
だ
。
家
を
理
想
の
形
に
仕

上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
日
出
町
に
住

み
続
け
た
い
と
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
頑
張
っ

て
い
る
。

Murao,s
Family

岡﨑　真悟さん（37）

橋本　真紗美さん（34）

結婚を機に日出町へ移住し、空き家バンクで見つけた
一軒家で新婚生活を送っている。
海に近いカフェで飲むお茶がご夫妻のお気に入り。

2014 年に娘さんと一緒に温泉地
である由布市の湯平地区に移住。
四季の自然を感じながら
空間作家として活動している。

Okazaki,s
Family

村尾　宏さん（61）
宣子さん（61）夫妻

東京都世田谷区から 2016 年に移住し整体院を開業。
「NPO 法人おばあちゃんの知恵袋の会」の活動にも携わっている。

橋本さんから岡﨑さんから

暮らして実感
日出町はこんなまち
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日
出
町
に

住
む
。

素
敵
な
湯
平
を

娘
の
故
郷
に
し
た
い

　湯
平
温
泉
に
宿
泊
し
た
際
に
、

近
く
を
流
れ
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

石
畳
の
細
道
や
小
さ
な
共
同
浴
場

と
い
っ
た
日
本
の
湯
治
場
ら
し
い

趣
に
、
ど
こ
か
安
心
で
き
る
懐
か

し
さ
を
感
じ
「
こ
ん
な
場
所
が
娘

の
故
郷
に
な
っ
た
ら
素
敵
！
っ
て

ビ
ビ
ッ
と
き
た
」
と
、
移
住
に
む
け

住
ま
い
を
探
し
始
め
る
。

　ど
ん
な
家
に
住
み
た
い
か
イ

メ
ー
ジ
し
た
の
は
「
湯
平
温
泉
に

近
く
て
、
川
を
流
れ
る
水
音
が
聴

こ
え
る
こ
と
。
内
装
も
自
由
に
で

き
る
倉
庫
付
き
の
平
屋
で
、
地
域

の
人
に
愛
さ
れ
守
ら
れ
た
場
所
に

あ
る
家
が
い
い
な
っ
て
」。
イ
メ
ー

ジ
ど
お
り
の
家
が
見
つ
か
る
ま
で

時
間
が
か
か
る
か
も
と
覚
悟
し
て

い
た
そ
う
だ
が
、「
な
ん
と
あ
っ
た

ん
で
す
ね
、
ぴ
っ
た
り
の
家
が
。
そ

の
隣
に
は
大
き
な
お
地
蔵
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
（
笑
）」、
運
命
的
な

も
の
を
感
じ
て
迷
わ
ず
移
住
を
決

め
た
。

　熊
本
市
中
心
部
に
住
ん
で
い
た

真
紗
美
さ
ん
、
移
住
後
の
日
々
の

買
い
物
や
病
院
の
事
が
少
し
不
安

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
生
協
（
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
）
が
配
達
に
来
る
の
で
買

い
物
に
は
困
っ
て
い
な
い
と
言
う
。

き
れ
い
な
水
と
空
気
、
新
鮮
で
美

味
し
い
食
、
そ
し
て
湯
平
温
泉
の

湯
治
効
果
で
病
院
に
行
く
事
も
減

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
そ
う
で

「
便
利
す
ぎ
る
よ
り
も
少
し
不
便
な

方
が
、
創
意
工
夫
や
計
画
性
の
あ

る
生
活
が
で
き
て
い
い
な
っ
て
気

づ
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

近
所
の
温
か
さ
や

大
自
然
を
体
感
し
て

伸
び
伸
び
と

　移
住
後
は
育
児
や
片
付
け
に
忙

し
い
日
々
が
続
い
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん

が
来
た
こ
と
を
地
区
の
皆
さ
ん
が

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、
安
心
し
て

生
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
だ
。「
い
つ
も
気
遣
っ
て
い
た
だ
い

て
、
娘
も
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

玄
関
に
野
菜
が
届
い
て
い
る
こ
と
が

時
々
あ
っ
て
、
と
て
も
感
激
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
野
菜
を
育
て
る
の
が

す
ご
く
上
手
で
す
ね
！
」

　休
日
は
温
泉
や
水
汲
み
に
行
っ

た
り
と
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多

く
、「
ど
こ
へ
行
く
に
も
絶
景
の
大

自
然
、
渋
滞
に
も
無
縁
で
ド
ラ
イ

ブ
が
最
高
に
気
持
ち
い
い
。
子
ど
も

目
線
で
も
自
然
を
体
感
で
き
る
こ

と
の
幸
せ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
娘
と
計

画
を
立
て
る
の
が
楽
し
い
で
す
」。

湯
平
は

最
高
の
キ
ャ
ン
バ
ス

　由
布
市
は
「
九
州
で
も
特
に
四

季
が
深
く
、
日
本
の
美
の
象
徴
、

ま
さ
に
田
舎
暮
ら
し
の
理
想
郷
だ

と
思
う
。
誰
も
が
懐
か
し
く
な
る

よ
う
な
ふ
る
さ
と
の
姿
が
残
っ
て
い

て
。
そ
れ
と
、
身
近
に
温
泉
の
あ

る
生
活
が〝
人
生
で
最
も
贅
沢
な

暮
ら
し
だ
な
ぁ
〞っ
て
痛
感
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
真
紗
美
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
に
「
母
と
し
て
、

空
間
作
家
と
し
て
、
娘
の
ふ
る
さ

と
と
な
る
湯
平
温
泉
を
未
来
に
美

し
く
遺
す
お
手
伝
い
」
も
加
え
て

い
る
。

Hashimoto,s
Family

由
布
市
に

住
む
。

暮らして実感
由布市はこんなまち空き家の紹介・案内、

改修費用の補助もご利用できます！ 移住を希望される方へ

Advice & My Favorite

由布市では、市内の空き家の登録、紹介を行い、居住者を探す
「空き家バンク制度」を実施しています。なお、ご登録に費用等は
掛かりませんので家をお探しの方は是非ご利用ください。また、空
き家バンク制度を活用してご契約いただいた場合には、契約時に
発生する仲介手数料の助成金とリフォーム工事費用の補助金もご
利用いただけます。

　移住後の日出町での暮らしを具体的にイメージしてもらうた
め、「お試し移住体験施設」と「移住相談ができるカフェ」が平成
29 年度にオープンします。
　また、空き家バンク制度や県外からの移住者への補助などの移
住者支援制度もありますので、お気軽にお問い合わせください。

休日の過ごし方は？
近隣のまだ行っていない温泉や水汲み場に行ってみたり、どこに行く
にもドライブが最高に気持ちいいので、日々わくわくして娘と予定を立
てています。あとは、家の改装や、子どものおもちゃ作りなど日曜大
工も楽しんでいますよ。

観光ガイドに載っていない素
敵な景色や隠れた名所がたくさんあります。四季折 の々違いも
見つめながら、何度でもドライブに来てみて欲しいですね。

びっくりしたことは？
冬に家の前が一面の雪景色になっていたことです。一夜にして世界が一
変するんですから娘もびっくりですね。湯平の雪景色は本当に美しいです。

ゆふ移住交流センター 星とぴあ　TEL 097-574-9356
由布市役所 総合政策課　TEL 097-582-1111（内線1244）

〒879-5498 　大分県由布市庄内町柿原 302 番地
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Advice & My Favorite

びっくりしたことは？
自宅から別府の花火が見えたことです。あと、ある日仕事から帰ると
玄関前に大量の野菜が置いてあった。地元の人が置いてくれたようで
すが、最初はびっくりしました（笑）。

移住を希望される方へ

移住先の良さや不便さなどは、住んでみないとわからないため、一度
滞在してみることをお勧めします。また、移住先である物件はお気に
入りのものが見つかるまで探したほうが良いです。

移住者向けの施設を新しくオープン！

日出町役場　政策推進課
〒８７９-１５９２　速見郡日出町２９７４番地の１
TEL ０９７７-７３-３１１６　E-mail seisaku@town.hiji.oita.jp

日本名水百選　男池湧水群

車
の
免
許
を

持
っ
て
な
い
、

で
も
思
っ
た
よ
り

便
利
な
日
出
町

　　宣
子
さ
ん
の
伯
母
さ
ん
の
介
護

サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
東
京
都
世
田

谷
区
か
ら
移
住
し
た
村
尾
さ
ん

夫
妻
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
見
つ
け

た
古
民
家
を
一
目
で
気
に
入
り
、

す
ぐ
に
大
家
さ
ん
と
交
渉
し
て
移

住
し
た
そ
う
だ
。

　公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
た

東
京
で
暮
ら
し
、
車
を
持
た
な
い

村
尾
さ
ん
、
移
住
前
は
「
田
舎

暮
ら
し
は
車
が
な
い
と
大
変
」
と

不
安
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
暮
ら

す
と
「
車
が
な
く
て
も
思
っ
た
よ

り
便
利
！
」と
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
。

日
々
の
買
い
物
は
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
を
使
い
「
買
い
物
へ
の
移

動
時
間
も
東
京
と
ほ
ど
ん
ど
変

わ
ら
ず
、
不
便
と
感
じ
る
事
も

な
い
で
す
ね
」
と
明
る
く
話
す
。

め
ま
ぐ
る
し
さ
か
ら
離
れ

「
地
に
足
が
つ
い
た
」
生
活

　日
出
町
で
過
ご
す
初
め
て
の
年

末
年
始
は
近
所
の
方
に
誘
わ
れ
餅

つ
き
や
し
め
縄
づ
く
り
、
初
詣
に
お

参
り
し
た
神
社
で
は
地
域
の
人
と

の
会
話
が
楽
し
く
て
１
時
間
以
上

も
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、「
地
元
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
日
出

町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
あ
り
、

素
敵
な
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
そ

う
だ
。

　休
日
は
趣
味
の
陶
芸
づ
く
り

や
、
野
草
摘
み
で
過
ご
す
。「
東

京
で
摘
む
の
と
違
い
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
こ
こ
の
野
草
は
本
物
だ

な
っ
て
。
都
会
の
め
ま
ぐ
る
し
さ

か
ら
離
れ
て
地
に
足
が
つ
い
た
感

じ
が
し
ま
す
」
と
村
尾
さ
ん
。

自
身
が
経
営
す
る
整
体
院
や

N
P
O
の
活
動
を
通
し
て
「
人
の

幸
せ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け

で
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

き
た
い
」と
今
後
の
目
標
を
語
る
。

温
か
い

ご
近
所
さ
ん
に

囲
ま
れ

日
出
町
で

新
婚
生
活
を

ス
タ
ー
ト

　町
の
中
心
部
か
ら
車
で
15
分

程
度
、
高
台
に
あ
る
住
宅
地
か

ら
は
別
府
湾
を
一
望
す
る
景
色

が
広
が
る
。
結
婚
を
機
に
新
居

を
探
し
て
い
た
岡
﨑
さ
ん
夫
妻

は
、
そ
ん
な
場
所
に
建
つ
一
軒

家
を
借
り
て
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　当
初
は
不
安
だ
っ
た
ご
近
所

づ
き
あ
い
も
、
何
か
と
気
遣
っ

て
く
れ
る
ご
近
所
さ
ん
に
囲
ま

れ
順
調
そ
う
だ
。

住
ん
で
み
て
わ
か
る

良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

　休
み
の
日
は
絵
を
描
い
た
り
、

趣
味
の
家
庭
菜
園
や
家
の
Ｄ
Ｉ

Ｙ
、
湯
布
院
へ
ド
ラ
イ
ブ
と
「
良

い
意
味
で
忙
し
く
、
生
活
が
明
る

く
な
っ
た
」
と
楽
し
そ
う
に
笑
う
。

移
住
前
の
日
出
町
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
別
府
市
や
大
分
市
に
行
く
途
中

で
買
い
物
を
す
る
く
ら
い
」
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、「
町
全
体
が
明
る

い
雰
囲
気
で
生
活
の
利
便
性
も
高

い
で
す
ね
、
人
も
温
か
い
で
す
し
。

海
に
近
い
の
で
別
府
湾
と
街
並
み

の
夜
景
が
き
れ
い
に
見
え
る
ん
で

す
」
と
、
住
ん
で
み
て
初
め
て
感

じ
る
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
そ
う
だ
。
家
を
理
想
の
形
に
仕

上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
日
出
町
に
住

み
続
け
た
い
と
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
頑
張
っ

て
い
る
。

Murao,s
Family

岡﨑　真悟さん（37）

橋本　真紗美さん（34）

結婚を機に日出町へ移住し、空き家バンクで見つけた
一軒家で新婚生活を送っている。
海に近いカフェで飲むお茶がご夫妻のお気に入り。

2014 年に娘さんと一緒に温泉地
である由布市の湯平地区に移住。
四季の自然を感じながら
空間作家として活動している。

Okazaki,s
Family

村尾　宏さん（61）
宣子さん（61）夫妻

東京都世田谷区から 2016 年に移住し整体院を開業。
「NPO 法人おばあちゃんの知恵袋の会」の活動にも携わっている。

橋本さんから岡﨑さんから

暮らして実感
日出町はこんなまち
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お
お
い
た

[

津
久
見
市]

各
種
イ
ベン
ト
に
市
の
人
口

以
上
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す

　夏
の
風
物
詩
で
あ
る
納
涼
花
火
大
会
や
早
春

に
咲
き
乱
れ
る
河
津
桜
な
ど
、
津
久
見
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
津
久
見
市
民
総
人
口

（
約
１
８
０
０
０
人
）
の
倍
以
上
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

[

日
出
町]

お
い
し
い
水
、湧
い
て
ま
す
！

　ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
込
ん
だ
湧
水
を
求
め
て
山

田
湧
水
や
観
音
の
水
な
ど
水
汲
み
場
に
は
、
地

元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
水
汲
み
客
が
空
の
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
訪
れ
ま
す
。

　ま
た
、
良
質
な
飲
み
水
や
自
然
に
囲
ま
れ
た

住
環
境
を
求
め
、
勤
務
地
は
日
出
町
外
、
住
ま

い
は
日
出
町
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

[

竹
田
市]

よ
く
間
違
え

　
　
ら
れ
ま
す 

①

「
竹
田
」
の
読
み
方
は
、

「
た
け
だ
」
で
は
な
く

「
た
け
た
」
で
す
。

よ
く
間
違
え

　
　
ら
れ
ま
す 

②

　「天
空
の
城
」
で
有
名
な
「
竹
田
城
」
は
竹

田
市
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
竹
田
城

は
兵
庫
県
朝
来
市
に
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
竹
田
市
に
は
滝
廉
太
郎
の
「
荒
城

の
月
」
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
「
岡
城
址
」
が
あ
り
ま
す
。

[
大
分
市]

[

別
府
市]

別
府
の
道
案
内
は
上
、下
？

　道
順
を
説
明
す
る
と
き
、
東
側
（
海
側
）、

西
側
（
山
側
）
へ
曲
が
る
こ
と
を
、
東
西
で
表

現
せ
ず
、上
（
山
側
）、下
（
海
側
）
と
い
い
ま
す
。

別
府
市
の
地
形
な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。

[
臼
杵
市]

子
ど
も
の
挨
拶
が
す
ご
い
！

わ た し た ち 、
「 お お い た 」に
移 住 し ま し た！

　通
り
す
が
り
の
見
知
ら
ぬ
人
に
も
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
で
移
住
し
た
方
は
み
ん

な
び
っ
く
り
し
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
に
必
ず

積
ん
で
い
る
必
需
品
は
コ
レ
!?

　温
泉
好
き
の
多
い

別
府
市
民
の
車
に
は

石
鹸
・
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
の
温
泉
セ
ッ
ト

が
積
ん
で
あ
る
ら
し

い
。
今
日
は
ど
こ
の

共
同
浴
場
へ
行
こ
う

か
な
ぁ
♨

[

豊
後
大
野
市]

「
○
○
の
神
様
」が
い
る
！

　大
分
の
代
表
的
な
特
産
品
、「
乾
し
い
た
け
」。

量
、
質
と
も
日
本
一
、
い
や
世
界
一
を
誇
っ
て

い
る
豊
後
大
野
市
の
生
産
者
に
は
、
全
国
乾
椎

茸
品
評
会
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
等
を
過

去
15
回
以
上
受
賞
さ
れ
て

い
る
「
椎
茸
作
り
の
神
様
」

と
い
わ
れ
る
、ま
さ
に
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
が
い
ま
す
。

12

伝
統
芸
能
が
盛
ん
！

　い
ろ
ん
な
伝
統
芸
能
の
中
で
も
「
神
楽
」
は

16
社
保
存
会
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
、
市
内

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
笛
や
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響

い
て
い
ま
す
。

1

1

2

2

会
い
に
行
け
る

ア
イ
ド
ル（
サ
ル
）が
い
る

　高
崎
山
自
然
動
物
園
で
は
か
わ
い
い
野
生
の

サ
ル
を
す
ぐ
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ル
の
総
選
挙
も
実
施
し
て
お
り
、
人
気
の
子

ザ
ル
に
会
い
に
行
け
ば
、
癒
さ
れ
る
こ
と
間
違

い
な
し
。

OITA  ARUARU INFORMATION

[

由
布
市]

渋
滞
な
し
!?

信
号
も
少
な
い
の
で

移
動
は
ス
イ
ス
ー
イ
！

　信
号
が
少
な
い
の
で
、
車
で
30
分
以

内
の
範
囲
は
近
所
で
す
（
笑
）

T A K E T A

あ
る

あ
る

beppu

hiji
日出町

oita
大分市

別府市

taketa
竹田市

usuki
臼杵市

tsukumi
津久見市

bungo-ohno
豊後大野市

yufu
由布市

お
お
い
た

都
市
広
域
圏

移
住G

U
I
D
E

B
O
O
K

　津
久
見
市
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
み
か
ん
。
津

久
見
市
発
祥
の
甘
夏
や
、
ミ
カ
ン
を
代
表
す
る

温
州
み
か
ん
な
ど
、
季
節
に
よ
っ
て
特
徴
の
違

う
み
か
ん
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
品
種
の

み
か
ん
が
楽
し
め
ま
す
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